
第 1 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 2 年 7 月 5 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

財団法人 日 本医療機能評価機構



○事務局 事務局でご ざいます。 本 日 はお忙 しいなか、 お集ま り いただき ま してま こ

と に あ り が と う ご ざいます。 委員会の開始前に資料の確認をお願い 申 し上げます。

まず、 一番上に 、 出欠一覧が ございます。

続き ま して 、 次第 と 本体資料。 これはホチキス どめ にな っ てお り ます。 1 5 ページ

の資料にな り ます。

続き ま して 、 資料 1 と しま して 、 原因分析 ･ 再発防止に係 る診療録 ･ 助産録等の記

載事項。 こ ち ら はA 4 、 2 枚の資料で ご ざいます。

続いて 、 資料 2 と しま して 、 診療体制等に関する情報。 こ ち ら は黄色い冊子にな り

ます。

続いて 、 資料 3 です。 運営組織準備委員会報告書。 オ レ ンジ色の冊子にな り ます。

続いて 、 資料 4 、 医療事故情報収集等事業 第 1 回報告書。 白 い冊子にな り ます。

続いて資料 5 です。 報告書の概要 (案) 。 A 4 、 1 枚の資料にな り ます。

続いて 、 資料 6 です。 医療事故情報収集等事業 医療安全情報。 こ ち ら はカ ラ ーの

A 4 の 2 枚組みです。

続いて 、 資料 7 です。 原因分析報告書 (仮想事例 3 ) です。 これは 2 0 ページの報

告書にな り ます。

続いて 、 資料 8 です。 再発防止委員会規則。 これはA 4 の 2 枚組みにな り ます。

続き ま して 、 参考資料 と しま して 、 医療事故情報収集等事業 第 2 0 回の報告書が

ご ざいます。 かな り 厚みの あ る報告書でご ざいます。 こ ち ら は委員の方々 だけに配付

させていただいてお り ます。

最後に 、 資料の一番下に 、 次回の委員会の 日 程調整表が ご ざいます。 資料は以上で

ご ざいます。 落丁等は ご ざいませんで し ょ う か。

なお 、 席上のマイ ク で ご ざいますが 、 ご発言の際はお手数ですが青いボタ ンを押 し

ていただき ます よ う お願いいた します。 押 していただき ます と 赤い表示灯が点灯いた

します。 ま た 、 発言が終わ り ま した ら 、 も う 一度青いボタ ンをお願いいた します。

1 . 開会

それでは、 定刻にな り ま したので、 ただいま か ら第 1 回産科医療補償制度再発防止

委員会を開催いた します。

初め に 、 本 日 ご出席の委員の方々 を ご紹介 させていただき ます。



まず、 池ノ 上委員でい ら っ しゃいます。

○池ノ 上委員 ど う ぞ よ ろ し く お願い します。

○事務局 石渡委員でい ら っ しゃいます。

○石渡委員 石渡です。 ど う ぞ よ ろ し く お願い します。

○事務局 鮎澤委員でい ら っ しゃいます。

○鮎澤委員 ど う ぞ よ ろ し く お願いいた します。

○事務局 板橋委員でい ら っ しゃいます。

○板橋委員 よ ろ し く お願い します。

○事務局 岩下委員でい ら っ しゃいます。

○岩下委員 よ ろ し く お願い します。

○事務局 勝村委員でい ら っ しゃいます。

○勝村委員 よ ろ し く お願い します。

○事務局 川端委員でい ら っ しゃいます。

○川端委員 よ ろ し く お願い します。

○事務局 隈本委員でい ら っ しゃいます。

○隈本委員 よ ろ し く お願い します。

○事務局 福井委員でい ら っ しゃいます。

○福井委員 所属が変わ り ま したけれ ど も 、 引 き続き ど う ぞ よ ろ し く お願い 申 し上げ

ます。

○事務局 藤森委員でい ら っ しゃいます。

○藤森委員 よ ろ し く お願い します。

○事務局 箕浦委員でい ら っ しゃいます。

○箕浦委員 よ ろ し く お願い します。

○事務局 村上委員でい ら っ しゃいます。

○村上委員 よ ろ し く お願いいた します。

○事務局 田村委員 と 小林委員におかれま しては、 少 し遅れての ご出席予定 と なっ て

お り ます。 ま たオブザーバー と いた しま して厚生労働省か ら 2 名 の方に ご出席をいた

だいてお り ます。 なお 、 事務局 と いた しま して 、 当機構よ り 上田理事及び後技監が席

に着かせていただいてお り ます。

それでは 、 当機構理事の上田 よ り ご挨拶をお願い 申 し上げます。
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○上田理事 本 日 はお忙 しいなか、 第 1 回の産科医療補償制度再発防止委員会に ご出

席いただき ま して 、 ま こ と に あ り が と う ご ざいます。 私は財団法人 日 本医療機能評価

機構の理事で 、 こ の産科医療補償制度事業管理者を してお り ます上田 で ご ざいます。

会議の開催に当 た り 一言ご挨拶申 し上げます。

皆様方には 、 こ の再発防止委員会の委員に ご就任いただき ま して心か ら感謝申 し上

げます。 本制度は昨年 1 月 に開始いた しま したが 、 多 く の皆様の ご協力 に よ り ま して

分娩機関の加入率がほぼ 1 0 0 % と な る な ど 、 これま でおかげ さ ま で順調に運営いた

してお り ます。

補償申請につき ま しては 、 昨年の 7 月 か ら受け付けを開始 してお り ますが 、 こ れま

でに 4 6 件の補償認定を行っ てお り ます。 ま た 、 原因分析も順次開始 してお り ま して 、

こ れま でに 5 件の報告書を作成 しま して 、 保護者 と 当該分娩機関に送付をいた してお

り ます。 ま た 、 こ の報告書の要約版をホームページ上に公表いた してお り ます。

今後 、 補償申請の増加に伴い 、 多 く の事例について原因分析が行われますが 、 それ

ら の個々 の事例情報を整理 ･ 蓄積、 そ して分析 しま して 、 広 く 社会に提供する こ と に

よ り 同 じ よ う な事例の発生の防止な ど 、 産科医療の質の 向上を図 る 、 こ の よ う な再発

防止の取 り 組みが本制度の重要な役割の 1 つであ り ます。

再発防止委員会では 、 再発防止に関 しての報告書な どを取 り ま と めていただき ます

が 、 こ れか ら どの よ う な内容や方法な どで情報提供 してい く のかご議論を していただ

き たい と 思います。 そ して 、 医療関係者が実際に取 り 組まれ、 そ して産科医療の質の

向上が図 られ る 具体的な例がで き る だけ多 く 示 さ れ る よ う な再発防止の取 り 組みを

進めてまい り たい と 考えてお り ます。 委員の先生方の ご指導を よ ろ し く お願い 申 し上

げます。

なお 、 再発防止委員会の委員長につき ま しては 、 当機構の理事長の指名 に よ り 、 こ

の分野の専門家であ り 本制度の運営に ご尽力 を賜っ てお り ま す池ノ 上先生にお願い

してお り ます。 池ノ 上先生、 ど う ぞ よ ろ し く お願いいた します。

簡単ではご ざいますが 、 冒頭の ご挨拶 と させていただき ます。 あ り が と う ご ざいま

した。

○事務局 あ り が と う ご ざいま した。 ただいま 田村委員がい ら っ しゃいま した。 ど う

ぞ よ ろ し く お願いいた します。

○ 田村委員 よ ろ し く お願いいた します。 遅れてすみません。



○事務局 続き ま して 、 池 ノ 上委員長に ご挨拶をお願い 申 し上げます。

○池 ノ 上委員長 ただいま理事長か ら委員長に命ぜ られま した池ノ 上で ご ざいます。

ど う ぞ よ ろ し く お願いいた します。

私、 こ れま で産科医療補償制度につき ま しては運営委員、 それか ら原因分析委員 と

してかかわっ てま い り ま した 。 私 自 身 と いた しま して も 、 こ の産科医療補償制度が よ

り よ い産科医療の質の向上につなが る 。 そ して国民の皆様か ら も十分ご理解いただけ

る よ う な 、 そ う い う 制度に発展 してい く こ と を切に願っ てお る者の 1 人で ご ざいます。

今 、 上 田理事か ら も ご紹介が ご ざいま したが 、 こ の再発防止委員会は、 先に動いて

お り ます原因分析委員で個々 の情報が分析 されます。 それが結果 と して報告 さ れてま

い り ますので、 それを体系的に整理 ･ 分析をする 。 そ して 、 それが再発防止につなが

る よ う な方向の情報 と してま と めてそれを提供する と い う 、 そ う い う 任務を本委員会

は担っ てお り ます。

実際にその産科医療の現場で携わる産科医、 あ る いは助産師、 そ う い っ た方々 に実

際に活用 していただけ る よ う な 、 そ う い っ た報告書を今後作成 していければ と 思っ て

お り ます。 そのためには委員の皆様の忌蝉のない ご意見をいただき ま して 、 よ り 役に

立つ報告書を作成 してい き たい と思っ てお り ますので 、 ど う ぞ よ ろ し く お願いいた し

ます。

なお 、 再発防止委員会には委員長代理を置 く こ と にな っ てお り ます。 ･規定に よ り ま

して委員長が委員長代理を指名する こ と になっ てお り ます。 こ の産科医療補償制度の

立ち上が り か ら ずっ と ご尽力いただいてお り ます石渡委員にお願い したい と 思っ て

お り ますので、 ど う ぞ よ ろ し く お願いいた します。 石渡委員 、 よ ろ し く お願い します。

簡単で ご ざいますが 、 委員長 と しての ご挨拶 と させていただき ます。 よ ろ し く お願

いいた します。

○事務局 あ り が と う ご ざいま した。

それでは 、 こ れ よ り 議事進行を池ノ 上委員長にお願い 申 し上げます。 よ ろ し く お願

いいた します。

2 . 議題

○池ノ 上委員長 それでは 、 早速議事に入 らせていただき ます。 本 日 の議事は、 次第

の順番で始め させていただき ます。
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1 ) の産科医療補償制度について 、 2 ) の原因分析について 、 こ れ ら につ き ま しては

事前に事務局か ら説明が行われてお り ますので 、 議事につ き ま しては 3 ) の再発防止

に関する これま での審議の と こ ろか ら進め させていただき たい と 思います。

では 、 事務局のほ う か ら説明 をお願いいた します。

3 ) 再発防止に関する これま での審議

○後技監 (事務局) 本 日 の資料の 1 0 ページをお開 き いただき ます よ う 及こお願いい

た します。 議事次第のついた資料の 1 0 ページにな り ます。 1 0 ページの最初の行は

3 ) 再発防止に関する これま での審議で ご ざいます。 それでは ご説明 させていただき

ます。

1 0 ページの一番上の丸でご ざいますけれ ど も 、 平成 1 9 年 2 月 、 ですか ら 3 年余

り 前にな り ますが 、 産科医療補償制度の準備のための運営組織準備委員会がそ こ か ら

1 2 回開催 されま して 、 翌年 2 0 年 1 月 に報告書が取 り ま と め られま した。 その報告

書が本 日 資料 3 と してお手元にお配 り してお り ますオ レ ンジ色の冊子にな り ます。 こ

のオ レ ンジ色の冊子の 中 に再発防止に関する 部分も書き 込まれてい る わ けで ご ざい

ます。 詳 し く は ご説明 しませんが 、 1 5 ページが再発防止のページにな っ てお り ます。

こ の よ う に準備委員会はそ こ で終了いた しま して 、 その後 、 2 つ 目 の丸にな り ます

けれ ど も 、 平成 2 0 年の 7 月 か ら産科医療補償制度の全体の議論をする運営委員会が

開催 されま して 、 こ れま でに 6 回開催 されてお り ます。 そ して 、 その第 4 回の運営委

員会で再発防止に関する基本的な考え方、 それか ら役割等が審議 さ れ、 決定 された と

こ ろで ご ざいます。 こ のオ レ ンジのほ う の再発防止の部分を土台にいた しま して 、 そ

の後の運営委員会で議論 さ れた と い う こ と で ご ざいます。

そ して 、 決定 さ れた中身ですが 、 同 じページの下に点線の四角 で囲んだ内容 と な っ

てお り ます。 こ れは第 4 回の運営委員会の資料の抜粋でご ざいます。 四角 の 中の一番

上の丸ですけれ ど も 、 再発防止委員会 と して書いてあ り ますこ と は 、 原因分析 された

事例情報を体系的に整理 ･ 蓄積 して分析を行っ て 、 将来の同種事例の発生の防止に役

立て る な ど 、 産科医療の質の 向上を図 る こ と を 目 的 と して設置する と い う 位置づけ に

な っ てお り ます。

そ して 2 つ 目 は 、 委員の構成でご ざいます。

そ して 3 つ 目 の丸が 、 再発防止委員会の審議事項でご ざいます。 その 中身は 、 委員



会においては 、 原因分析結果を踏ま えた再発防止策の検討や情報公開内容等の審議を

行 う と さ れてお り ます。

そ して次の丸ですが 、 再発防止の主な手順ですが 、 ①、 ②、 ③ と左か ら右に移っ て

い く 流れをお示 し してお り ます。 一番左の①が整理 ･ 分析の部分、 そ して真ん中の②

が委員会におけ る検討、 そ して③が公表 と な っ てお り ます。

こ の①を も う 少 し詳 し く ご説明 します と 、 その下の①の部分にな り ます。 情報の整

理 ･ 分析について と い う こ と が意味 してお り ますのは 、 原因分析を行っ た事例の 中の

重要な項 目 を統計 と して整理する と い う こ と や 、 脳性麻痺発症の原因や背景要因 を抽

出 して事例の類型化を した り して再発防止策の案を検討する と い う こ と がそれに当

た り ます。

そ して②が委員会におけ る検討ですけれ ど も 、 将来の同種事例の発生の防止に役立

つ再発防止策の検討を行 う と い う こ と です。

そ して③が公表についてでご ざいますが 、 将来の同種事例の発生防止に資する情報

を提供する こ と を 目 的 と して 、 後に述べます報告書な どを定期的に発行する こ と な ど

に よ り 広 く 社会に公表する と い う こ と と さ れてお り ます。

一応、 こ れま での審議の内容 と 、 そ して決定 された こ と を今 ご説明 させていただい

た と い う こ と に な り ます。 と り あ えず以上でご ざいます。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ご ざいま した。 ただいま の説明 につ き ま して何か

ご質問 、 あ る いは ご意見等ご ざいませんで し ょ う か。 こ れま での運営委員会等で確認

されていた こ と を今説明 していただいたわけで ご ざいますが 、 特に委員の先生方か ら

ご発言がなければ先に進みたい と思いますが 、 よ ろ し ゅ う ご ざいますか。

それでは 、 続き ま して 4 ) であ り ます再発防止について 、 事務局 よ り ご説明 を よ ろ

し く お願いいた します。

4 ) 再発防止について

○後技監 (事務局) 資料の 1 1 ~ 1 3 ページま で 3 ページ分を ご説明 させていただ

き ます。

まず、 1 1 ページの一番上、 4 ) 再発防止についてで ご ざいます。

まず、 ( 1 ) の 目 的ですけれ ど も 、 こ れ も先ほ どの繰 り 返 しに近 く な り ますが 、 も う

一度 申 し上げます。 個々 の事例情報を体系的に整理 ･ 蓄積 し 、 数量的 ･ 疫学的な分析



を行 う と い う こ と が 1 つ と 、 テーマに沿っ た分析を行 う と い う こ と が も う 1 つ。 こ う

い う こ と を しま して 、 これ ら の情報を国民や分娩機関 、 関係学会、 行政機関等に提供

する こ と に よ り 、 同 じ よ う な事例の発生の防止な ど 、 産科医療の質の 向上を図 る と い

う こ と が 1 つ と 、 それか ら 、 産科医療関係者が こ の よ う な情報を基に再発防止に取 り

組む こ と に よ り 、 国民の産科医療への信頼を高め る こ と と する と 。 こ う い う こ と が 目

的 と な っ てお り ます。

そ して ( 2 ) が提供する情報でご ざいま して 、 その下に報告書 と 産科事例情報 (仮称)

と 書いて あ り ますが 、 少 しイ メ ージをわかせていただ く た めに 、 資料を使っ て ご説明

します。

まず、 片仮名 のアですけれ ど も 、 報告書 (年 1 回程度) と い う 部分です。 1 つ 目 の

丸ですけれ ど も 、 個々 の事例の妊産婦の基本情報、 妊娠経過、 分娩経過 、 新生児期の

経過 、 診療体制等の情報を基に 、 数量的 ･ 疫学的な分析を行 う と 書いてあ り ます。 こ

れが報告書のなかの一部分のイ メ ージを述べた も のですが 、 具体的に 申 します と 、 ま

ず、 資料 1 を ご ら んいただけますで し ょ う か。 お手元の資料 1 、 2 枚紙でご ざいます

けれ ど も 、 分娩機関の先生方、 あ る いは助産師の方々 に対 しては、 制度発足当初に資

料 1 の 2 枚に書いてあ り ます診療録、 あ る いは助産録、 それか ら検査データ等の記載

事項について 、 こ れを記録 していただ く よ う にお願いを してお り ます。

それか ら資料 2 の黄色い冊子でご ざいますけれ ど も 、 こ の黄色い冊子のなかには産

科医療の診療体制等に関する情報を書 く 欄が設け られてお り ます。 どの よ う な体制で

診療 していて発生 した重度脳性麻痺であ る か と い う こ と がわか る よ う に な っ てお り

ます。 こ の よ う な情報 も いただ く こ と にな っ てお り ます。

それか ら 、 それ ら の情報をいただき ま して最終的に出来上が る のが資料 7 にな っ て

お り ます。 これは 2 0 ページの仮想事例の報告書なので、 実物の事例ではあ り ません

が 、 資料 7 の よ う な厚い報告書が出来上が る と い う こ と で ご ざいます。 1 と 2 を使っ

て最終的には 7 が 出来上が る と い う イ メ ージで ご ざいます。

続き ま して 、 資料 4 の医療事故の収集事業、 第 1 回報告書を ご ら んいただけますで

し ょ う か。 そ の第 1 回報告書の前半部分、 特に 7 ~ 1 2 ページま では 、 これは数量的

な図表が掲載 さ れてお り ます。 7 ~ 1 2 ページま でです。 先ほ どの情報を使いま して 、

こ の よ う な数量的な集計がい ろい ろ な意図 を持ち ま して こ う い う 表 をつ く る こ と が

でき る と い う 状況で ご ざいます。
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今 ご ら んいただいてお り ますのは第 1 回の報告書でご ざいますが 、 その後 、 5 年を

経ま して第 2 0 回の報告書は委員の先生方のお手元にはお配 り してお り ますけれ ど

も 、 こ の報告書の前半部分、 1 9 ~ 6 9 ページま では先ほ どの数量的な表が さ ら に数

を増 しま して 、 5 年 ぐ ら いたつ と こ の ぐ ら いの量の数量的な情報を提供 してい く と い

う こ と に な り ます。 こ の よ う な報告書のなかの先ほ ど 申 しま した数量的 ･ 疫学的な分

析の部分は 、 以上の よ う なイ メ ージでご ざいます。

それか ら 、 資料 5 で ご ざいますけれ ど も 、 資料 5 の 1 枚紙です。 今回は産科医療補

償制度であ り ますので、 項 目 は医療事故の収集事業の表 と い う わけにはい き ません。

産科に特化 した図表にはな り ます。

そ こ で資料 5 の I . 数量的 ･ 疫学的な分析のその下に書いて あ り ます よ う に 、 分析

対象事例の状況 と い う こ と で言えば、 まず ( 1 ) の分娩時の状況。 こ れは時間や曜 日 別

の件数。 それか ら ( 2 ) が妊産婦の属性。 こ う い う こ と が幾つかの項 目 について数量

的 ･ 疫学的な分析ができ る と い う こ と と 、 2 ) 施設の状況は 、 先ほ どの黄色い冊子の

診療体制の情報な どか ら数量的な図表をつ く る こ と がで き る と い う も ので ご ざいま

す。

そ して 、 今度は報告書の残 り のページのイ メ ージですが 、 本体の資料に戻っ ていた

だき ま して 、 1 1 ページの真ん中 あた り の丸にな り ますが 、 医学的な観点に よ り 原因

分析 さ れた個々 の事例についてテーマ に沿っ た分析を行 う と い う こ と に な っ てお り

ます。 そ して 、 テーマ についてはその候補 と しては 、 例えば胎児心拍数モニタ リ ング

上の問題であ る と か、 陣痛促進剤の使用 に関する 問題であ る と か、 急速遂娩の方法や

時期の問題であ る と か、 新生児蘇生法の問題な ど 、 診療行為の問題について取 り 上げ

る 、 テーマ設定する と い う こ と が考え られます し 、 ほかに も分娩機関におけ る設備や

診療体制 、 我が国におけ る産科医療体制等を取 り 上げる と い う こ と も例えばですが考

え られます。

そ して 、 ①一般性 ･ 普遍性か ら始ま り ま して 、 幾つかの観点でテーマ を選定 しては

いかがか と 考えてお り ます。 そ して 、 実際のテーマ分析のイ メ ージですけれ ど も 、 先

ほ どの資料 4 の医療事故情報収集等事業第 1 回報告書では 、 これは第 1 回で したので

テーマ分析は非常に少ないのですが 、 1 9 ページ と 2 0 ページの こ の 2 ページだけな

んですが 、 テーマ分析を行っ たページが ご ざいます。 第 1 回報告書ですので、 かな り

量は少な く な っ てお り ます。 それか ら 、 委員の先生方だけで恐縮にな り ますが 、 第 2
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0 回の報告書は、 これがずいぶん厚みを増 しま して 7 3 ページ以降、 数十ページにわ

た り ま して 4 つか 5 つのテーマ を取 り 上げてお り ます。 7 3 ページ以降は 、 化学療法

に関連 した医療事故にな っ てお り ます。 それ以降幾つかのテーマ を取 り 上げてい る と

い う こ と と な り ます。 こ の よ う なイ メ ージでお考えいただければ と 思います。

それか ら 、 ま た本体の資料に戻 らせていただき ます。 ただいま幾つかの資料を使い

ま して報告書のイ メ ージについて少 し ご説明 させていただき ま した。

続いて提供する情報の 2 つ 目 、 片仮名 のイ で産科事例情報 (仮称) (年に数回程度)

と い う も ので ご ざいます。 その下の丸に書いて あ り ますが 、 医学的な観点に よ り 原因

分析 された事例の内容か ら 、 よ り 早 く 情報提供する こ と が分娩機関に と っ て 同 じ よ う

な事例の再発防止に有用であ る と 考え ら れ る情報を提供する と い う こ と で ご ざいま

して 、 こ れ も イ メ ージで ご ざいますが 、 資料 6 にな り ます。

資料 6 は 、 医療事故情報収集等事業で作成 してお り ます医療安全情報、 カ ラ ーの 2

枚紙ですけれ ど も 、 医療安全情報にな り ます。 これは特に周知 したほ う がいい と い う

情報を毎月 1 回程度全国の医療機関に フ ァ ク ス でお配 り した り ホー ムページに掲載

してい る も ので ございま して 、 1 ページ 目 には 、 一番大き な字で どんな内容か と い う

タ イ ト ルを書いてお り ま した り 、 それか ら緑色の字で ど う い う こ と で した と い う メ ッ

セージを書いてお り ま した り 、 そ の メ ッ セージの内容を ご説明する ため に図表です と

か、 回に よ っ てはイ ラ ス ト を使っ て内容を説明 してい る も の も あ り ます。

それが 1 枚 目 の紙で して 、 2 枚 目 の紙は 、 具体的に発生 した事例の概要を掲載 して

お り ます。 割 と 基本的な事例です と だれで も 当 た り 前の よ う に受け と めて あま り 注意

を払わない と い う こ と も あ り 得ますが 、 しか し 、 そ う い う 事例が現に起き てい る と い

う こ と の重大 さ を考えます と 、 やは り どんな基本的な事例で もおろそかにでき ない と

い う こ と で 、 具体事例を掲載 してお り ます。 こ の事例を掲載 してい る あた り が 、 医療

安全情報の説得力 を持たせてい る部分でご ざいます。

それか ら 、 最後に 、 事例が発生 した医療機関の取 り 組みを 、 緑 と 白 の と こ ろですが

書いてあ り ま して 、 ご紹介を してい く と い う こ と になっ てお り ます。 これが医療事故

収集事業で行っ てお り ます医療安全情報でご ざいま して 、 こ う い う や り 方を取 り 入れ

ま して産科事例情報を作成 しては ど う か と い う イ メ ージで ご ざいます。

資料の本体に戻っ ていただき ま して 、 今 、 片仮名 のア と 片仮名 のイ の ご説明 を終わ

り ま した。 そ して片仮名 の ウ はその他 と いた しま して 、 ア 、 イ 以外の方法で も必要に
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応 じて 目 的 を達成する ための情報が あればそれを提供する と 。 具体的なイ メ ージは現

在持っ てお り ませんが 、 その 内容、 方法は 、 必要が生 じた ら今後検討する と い う こ と

と してはいかがか と 思っ てお り ます。

そ して 1 2 ページにま い り ます。 1 2 ページの ( 3 ) で ご ざいます。 こ こ ま でご説明

した内容は 、 情報提供の形や枠組みが報告書 と か事例情報です と か、 そ う い う 形であ

り ま した と い う こ と であ り ますが 、 そ こ に掲載する情報が どの よ う 々こ作成 さ れ活用 さ

れる か と い う イ メ ージを 申 し上げます。 ( 3 ) で ご ざいます。 提供する情報に関する基

本的な考え方でご ざいますけれ ど も 、 以下の考え方に基づき情報提供する と あ り ま し

て 、 1 つ 目 の丸ですが 、 まず、 原因分析委員会において 、 分娩機関や児 ･ 家族か ら提

出 さ れた診療録等すべての情報に基づ き原因分析 し作成 さ れた原因分析報告書が先

ほ どの仮想事例の報告書でご ざいま したが 、 それを基に しま して こ の再発防止委員会

において再発防止に関する検討を行 う と い う こ と で ご ざいます。

そ して 、 具体的には、 先ほ どの数量的 ･ 疫学的な分析 と い う 方法 と 、 それか らテー

マ設定を した分析、 こ う い う 方法論を取 り ま して 、 多 く の産科医療関係者が理解 し実

施でき る 内容を取 り ま と め 、 報告書を作成する 。 こ れを通 じて 、 再発防止策の取 り 組

みや研究等の基礎資料 と な る情報を提供する と い う こ と で 、 その基礎資料 と な る情報

の具体的なイ メ ージ と しま しては 、 ①分娩機関において再発防止の取 り 組みにつなが

る情報、 つま り 実効性が高い情報だ と い う こ と で ご ざいます。 そ して②学会等におけ

る ガイ ド ラ イ ンの検討等の議論につなが る情報、 それか ら③調査研究の契機 と な る情

報、 それか ら④が国民の関心の対象 と な る情報、 つま り 医療を受け る方が知っ ておい

て非常に有意義だ と い う 情報を提供する と い う こ と で ご ざいます。

それか ら 、 3 番 目 の丸ですけれ ど も 、 再発防止委員会で検討された結果か ら 、 今後 、

原因分析委員会で検討を要望する 内容があれば、 運営組織を通 じ 、 原因分析委員会に

提言する と 書いて あ り ます。 こ れは具体的に ど う い う イ メ ージか と 申 します と 、 実際

に再発防止委員会で検討を始めます と 、 基にな る材料が原因分析報告書 と い う こ と に

な り ますので、 こ の点について も原因分析の際に必ず触れておいてほ しい と い う よ う

な こ と が 出て ま い り ま した ら 、 それは運営組織か ら原因分析委員会に提言 しま して 、

その後の原因分析の 中では反映 していただ く と 。 そ して よ り よ い再発防止の検討を行

っ てい く と い う イ メ ージで ご ざいます。

そ して 、 ( 4 ) が再発防止に関する情報の分析ですけれ ど も 、 片仮名 のアの分析対象
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と な り ますのは 、 先ほ どお示 しいた しま した資料 7 の原因分析報告書 (仮想事例 3 )

2 0 ページの報告書でご ざいます。 そ の 中 にいわば大量の重要な情報が蓄積 されてい

る 、 書かれてい る と い う こ と にな り ます。 そ こ でそれ ら の情報を片仮名 のイ の分析の

方法の と こ ろですが 、 事務局にお き ま して 、 再発防止委員会で決定 さ れた方針に従っ

て原因分析報告書の情報を基に しま して 、 再発防止の視点で必要な情報を整理いた し

ます。 必要な情報を整理する と い う こ と は 、 も っ と 具体的に言います と 、 資料 7 の 2

0 ページの報告書の 中か ら重要な項 目 を抜き 出 して整理 します と 別途デー タベース

ができ ますが 、 そ う い う も の をつ く っ てい く と い う こ と で ご ざいます。 これ 域こ基づ

いて 、 数量的 ･ 疫学的な分析や個々 の事例のテーマ分析を行っ て報告書や産科事例情

報をつ く っ てい く と 、 原案をつ く っ てい く と い う イ メ ージで ご ざいま した。

そ して 、 最後 、 1 3 ページの ご説明 をいた しますが 、 こ れは今 申 し上げま した よ う

な こ と を絵に した も ので ご ざいます。 最初の議題で省き ま した と こ ろ は一番上の矢印

の よ う な形の一番左が審査委員会にな っ てお り ます。 審査委員会では、 その下の長細

い四角 にあ り ますよ う に 、 補償対象の認定をいた します。 それが終わ り ま した ら 、 次

の矢印で原因分析委員会に移 り ます。 原因分析報告書を作成 して公表する と い う こ と

を行います。 こ の期間が矢印に書いてあ り ますが 、 約 6 カ 月 か ら 、 と て も長い も ので

す と 追加情報の収集に時間がかか り ま して 、 最長で 1 年 ぐ ら いにな る と い う も ので ご

ざいます。

それか ら 、 そ の次に再発防止委員会に移っ てまい り ま して 、 ただいま 申 し上げま し

た よ う な こ と を行 う と い う こ と にな り ます。 そ して 、 一番右が公表の部分で、 国民や

分娩機関 、 関係学会、 行政機関等に対 して提供 してい く と い う こ と にな り ます。

一番下に書いてあ り ます丸い四角い と こ ろ は 、 再発防止委員会の役割 と 、 それか ら

事務局の役割 と い う こ と にな り ます。

1 4 ページを ご説明 して終わ り にいた します。 1 4 ページの一番上が ( 5 ) に な っ て

お り ます。 ( 5 ) の丸の 1 つ 目 ですが 、 成果物をつ く り ま した ら 、 これは先ほ ど来申 し

上げま した情報提供 します し 、 それか ら本制度のホームページが ご ざいますので 、 そ

こ に公表 してい く と い う こ と を考えてお り ます。

2 つ 目 の丸が分娩機関 、 関係学会、 団体に配布をする と い う こ と で ご ざいます。 こ

れが情報の公表の方法で、 次が ( 6 ) で ご ざいますが 、 分娩機関等におけ る報告書等の

活用 について と い う こ と で 、 成果物をつ く っ た後 、 活用 される と い う こ と が非常に大
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事であ る と 考えてお り ます。

そ こ で丸の 1 つですけれ ど も 、 各分娩機関において産科医療の医療安全を 目 的 と し

た医療安全の委員会や教育 ･ 研修な どの場で活用 していただ く よ う るこ働き かけ る こ と

を考えてお り ます。

それか ら 2 つ 目 の丸は関係学会、 団体で も 、 各種ガイ ド ラ イ ンやマニュ アルの見直

し 、 研修会な どに活用する よ う 働き かけてい く と い う こ と で実効性を上げてい く こ と

を考えてお り ます。 それでは、 こ こ でいっ たん切 らせていただき ます。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ご ざいま した。 再発防止委員会の これか ら

の あ るべき 姿、 あ る いは基本的な運用の仕方、 分析等々 、 あ る いは公表について 、 事

務局のほ う で現在イ メ ージ していただいてい る こ と を文章に して ま と めてそれを説

明 していただいたのですけれ ど も 、 しば ら く こ の点について先生方に ご議論をいただ

き たい と 思いますので、 何かご ざいま した ら ど う ぞ ご発言いただき たい と 思います。

いかがで し ょ う か。

○板橋委員 こ の再発防止の 目 的の と こ ろで 、 数量的 ･ 疫学的な分析を行 う と さ れて

います。 問題にな っ たケース を多 く 集めていっ て も 、 それが果た してその原因 と な る

か ど う か、 対象がないだけに非常に判定が難 しいですね。 こ の あた り については ど う

い う 対策を考えてい く のか と い う こ と を き ちん と しない と 、 例えばこ う い う 因果関係

が ど う も推測 される けれ ど も 、 今のデータ では これ以上でき ないか ら 、 じ ゃ あ国内で

の疫学調査をすべき だ と か、 そ こ の と こ ろで言っ て終わ り と い う こ と にな る ので し ょ

う か。

○池ノ 上委員長 これは ど う しま し ょ う か。 事務局のほ う で 、 現時点での事務局のイ

メ ージを ご説明いただけますか。

○上 田理事 先ほ ど後のほ う か ら説明 しま した よ う に 、 原因分析報告書は、 分娩機関

か ら のカルテや助産録、 各種の検査データ 、 それか ら 、 追加情報です と か、 あ る いは

必要な場合にはN I C U等か ら いただいた情報を基にま と め られます。 そ こ で 、 原因

分析報告書、 あ る いはその報告書の基になっ たカルテ等の情報をベース にマス と して

再発防止の分析を行 う こ と を基本的に考えてお り ます。

それか ら 、 ただいま先生か ら ご指摘があ り ま した よ う に 、 確かに 、 こ れ ら の事例は

重度の脳性麻痺になっ たケース で ご ざいますので 、 比較する基盤的なデータ は ど う だ

ろ う か と い う こ と ですね。 実は 、 こ の点については本制度で取る仕組みにな っ ていま
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せん。 これは大事なデータ ですので、 産科医会、 あ る いは学会の先生方がい ら っ しゃ

っ ていますが 、 基盤 と な る よ う なデータ が産科医会や助産師会な どに ご ざいま した ら 、

その よ う な情報をいただき なが ら 、 あ る いは文献な ど も参考に しなが ら 、 これ ら と 比

較 して分析を行 う こ と を考えてお り ます。

○池ノ 上委員長 板橋先生、 よ ろ しいですか。

○板橋委員 やは り 、 ど う して も 限界がそ こ に見えて く る も のですか ら 、 本当 に再発

防止 と い う こ と を提言 してい く た めには 、 ケース に よ っ ては こ う すればいい と い う こ

と が症例の集積で言え る部分も あ り ますが 、 そ う じ ゃ ない部分については ど う して も

あいまい さ は残っ て しまいます。 今 、 いわゆ る コ ン ト ロ ールを取っ た り する には時間

も な さ過ぎます し 、 こ の委員会のデューテ ィ ではない と い う こ と であれば、 それは致

し方ない。 限界を踏ま えて対策を立て る しかない と い う こ と になっ て しま う のかな と 。

印象 と して ち ょ っ と ネガテ ィ ブな言い方で恐縮ですけれ ど も 、 も ち ろん提言でき る こ

と は積極的に提言すべき だ と 思います。

○池 ノ 上委員長 恐 ら く 、 私のイ メ ージ と しては 、 先生がおっ しゃ る ほ どのサイ エ ン

テ ィ フ ィ ッ ク なエ ビデンス を こ の委員会か ら 出 してい く と い う の は限界が あ ろ う か

と 思 う のです。

ただ、 現在起 こ っ てい る事象の観察、 データ と して こ う い う こ と が起 こ っ ています。

そ う す る う ち にだんだんそれが集約 され る と いいますか、 ブラ ッ シュ ア ッ プ さ れて 、

こ う い う 問題点についてはき ち っ と した学術団体、 あ る いはそれに相当する よ う な グ

ループでサイ エ ンテ ィ フ ィ ッ ク なエ ビデンス を 出 していかな ければな ら ない 、 そ う い

う 重要な問題点が あ り ます と い う 提言はでき る と 思 う のです。 そ こ ら辺は 、 やは り あ

く ま で も学問 と してのア ク テ ィ ビテ ィ と 、 社会で起 こ っ てい る こ と のオブザベーシ ョ

ンのア ク テ ィ ビテ ィ と 分けない と 、 こ の委員会は非常に混乱 して く る だろ う と 私は思

っ てお り ます し 、 恐 ら く 事務局 と して も そ う い う 基本的な考えだ と 思います。

ですか ら 、 先ほ ど上 田理事も おっ しゃ っ た よ う に 、 あ る と こ ろか ら は しかるべき学

術団体への情報提供みたいなそ う い う 活動 も 将来的にはやっ てい く と こ ろ で先生の

おっ しゃ る よ う なア カ デ ミ ッ ク なエ ビデンス につなが る よ う な最初のオブザベーシ

ョ ン と いいますか、 そ う い っ た こ と を大事にする 、 そ う い う 委員会であ ろ う と 思っ て

お り ます。 ほかにいかがで し ょ う か。

○隈本委員 事前に事務局か ら説明 をお受け した と き に も 申 し上げてお り ま したが 、
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今、 こ の場で改めて皆 さ んに 申 し上げたい と 思います。

まず 1 つは 、 こ の制度の こ の仕組み、 再発防止の仕組みが 、 今あ る 医療事故情報収

集等事業 と ほ と ん ど 同 じ形を取ろ う と してい る と い う 印象が あ る こ と に対 して僕 と

しては非常に不満が あ り ます。

今 、 医療事故情報収集等事業の報告書を年に 1 回 、 それか ら警鐘的な事例情報を 出

していますが 、 それで本当 に効果が上が っ てい る のか、 こ こ がス タ ー ト ラ イ ンだ と 思

う のです。 要する に 、 現在、 医療事故の 自 発的報告を して も ら っ て 、 それを分析 して 、

年に 1 回かな り 分厚い報告書を出 してい る けれ ど も 、 それに よ っ て 日 本の医療安全が

劇的に進んでい る と い う よ う な印象は、 残念なが ら あ り ません。 それか ら 、 こ の報告

書をむ さ ぼる よ う に読む人の姿を見た こ と があ り ません。 大量の数字が並んでい る け

れ ど も 、 それが 1 つ前の報告書 と ど こ が違 う のか と いえば、 数字が積み重なっ てい る

だけ。

も ち ろん 、 僕が興味を も っ て読むのはテーマ別の分析ですけれ ど も 、 残念な こ と に

原因分析を さ れていない生情報、 しか も 自 己 申告の情報を基につ く られたテーマ分析

なので、 やは り 隔靴掻痒 と いいますか、 多分、 こ う い う 関連性があ る か も しれないけ

れ ど も …… と い う と こ ろ で終わっ てい る 。 と すれば、 そのま ま 医療事故情報収集等事

業報告書 と 同 じ よ う な も の をつ く っ て も 、 あま り 医療界にイ ンパ ク ト が ないのではな

いか と 懸念 します。

医療事故情報収集等事業 と 産科医療補償制度 と 根本的に違 う のは 、 全例 、 原因分析

ま で さ れてい る と い う こ と です。 しか も 、 それは原因分析委員会の産婦人科 ･ 小児科

の大変優秀な先生方が 、 資料を見て 、 それな り の医学的判断を 、 し っ か り 下 していた

だいてい る こ と です。 それが材料なのに 、 分析、 再発防止が 同 じ よ う な制度設計でい

いのか と い う 点が極めて僕は疑問です。

つま り 、 材料が全然違 う わけですね。 自 発的報告で ｢ こ んな こ と が あ り ま した ｣ と

い う 報告なんか と 違っ て 、 ｢ なぜ こ んな こ と が起 き たのか｣ と い う と こ ろ ま で分析 さ

れてい る材料を持っ ていなが ら 、 年 1 回の分厚い報告書 と 警鐘的事例を年数回報告す

る と い う こ と でいいのか と 。 あ ま り に ｢ も っ たいな さ過ぎ る ｣ と い う のが僕の意見で

す。

具体的な提言 と しては 、 まずテーマ別の分析を どん どんやる こ と が大事です。 あ る

程度の数量があっ て 、 ど う も システ ム的に 、 これは誰 も が同 じ よ う な失敗を してい る
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ら しい と い う も の を見つけ出す、 こ れは医療事故対策の一番大事なポイ ン ト だ と思 う

ので、 そ こ はぜひやっ ていただき たい。 こ れは今ま での医療事故情報収集等事業の手

法 と 同 じ よ う に 、 テーマ別に沿っ た分析を して く だ さ い。 ただ し 、 こ の制度では 、 本

格的に原因ま でわかっ てい る わけですか ら 、 む し ろ も っ と 積極的に して ほ しいです。

ただ情報提供 して ｢皆 さ ん研究 して く だ さ い ｣ と い う 受 け身な姿勢ではな く 、 む し ろ

これだけ医療安全に詳 しい先生方 と 専門家がい ら っ しゃ る わ けですか ら 、 こ の再発防

止委員会が 中心にな っ てテーマ別分析を して 、 そ して何 ら かの結論、 提言を出 してい

く と い う 体制に してい っ ていただき たい と い う のが私の要望です。

実際、 委員の先生方はお忙 しいで し ょ う か ら 、 先生ご 自 身がや られる のは無理かも

しれませんが 、 少な く と も先生方が研究班長になっ て 、 次々研究班をつ く っ ていただ

き たい。 テーマが見つかっ た らす ぐにで も研究班をつ く っ て 、 それに研究助成を出す

と い う 仕組みを こ の産科医療補償制度で持っ てい るべき だ と思います。 具体的に どん

どん研究する ために 、 こ こ に も のすご く いい材料があ る ので、 それを基に研究する研

究費をお支払いする と い う 、 こ う い う 仕組みを 、 こ の再発防止委員会が コ ン ト ロ ール

して持っ てい く べき だ と 思っ ています。

も う 1 つは 、 医療事故 と い う の は ど う して も技量が低い と か勉強不足な人が起 こ し

て しま う も のが 、 ご く まれに入っ ています よね。 実は原因分析委員会で分析 した結果、

一番いい レベルか ら 、 ち ょ っ と 問題があ る と か、 標準か ら言えば外れてい る事例 も見

つかっ て く る わけですね。 現実に 、 すでに概要が公表 された最初の 5 例で も 、 ち ょ っ

と 標準よ り 下だね、 と い う 話を してい る よ う な も の も あ る わけです。

そ う い う も の については、 年に数回 と は言わず、 標準 よ り 下の も のが あ っ た らす ぐ

に具体的に こ んな も のが あ っ た と い う こ と を どん どん出 してい く 。 こ う い う こ と が あ

っ た よ と 。 こ う い う こ と が あ っ た結果、 1 人脳性麻痺になっ て しま いま した よ と い う 、

こ れは ｢誰が悪い｣ と い う わけ じゃ な く 、 こ う い う こ と が あ っ て標準でない医療行為

が行われた結果、 も ち ろん責任を問 う と かそ う い う 意味 じ ゃ ない 、 あ く ま で標準か ど

う か、 その標準の範囲に入る けれ ど も 、 ど ち ら か と い う と 下のほ う の レベルだっ た と

い う も の については 、 し っ か り 出 してい く と 。 そ う い う 仕組み も実は こ こ で持っ てお

く べき だ と 思 う んですね。

最後に付け加え る と 、 出す情報は ｢産科事例情報｣ と いっ たその腰の引 けた名称で

はな く て 、 ｢警鐘的産科事例情報｣ と か ｢警鐘的事例情報｣ と かに していただき たい。
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みんな読んで く だ さ い と 、 臨床にい ら っ しゃ る皆 さ ん 、 ぜひ読んでいただいて同 じ こ

と を しない よ う &こ しま し ょ う ね 、 と い う メ ッ セージを込めた名前に変えていただき た

い と 思います。 いま (仮称) と 書いて あ る のは 、 変え られる と い う こ と で し ょ う か ら 、

ぜひそれはやっ ていただき たいな と 思っ ています。 以上です。

○池 ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ご ざいま した。 今 、 隈本委員のほ う か ら も う 少 し

積極的に と い う 、 も う 一歩前へ と い う お話だ と 思いますが 、 いかがですか。 ほかに何

か これに関 して ご発言はあ り ませんか。

○石渡委員長代理 隈本委員の言われる こ と は も っ と も な こ と がずいぶん多い と 思

う のですけれ ど も 、 やは り 1 年に 1 回の報告書を 出す と か、 それか ら産科事例情報で

すか、 これでは実際の産科の医療現場の先生に どの ぐ ら い情報 と して き ちん と 伝わっ

てい る か ど う か。 読めばも ち ろんいいのですけれ ど も 、 そ う でない場合も多いわけな

ので、 やは り 産婦人科の医会 と しま しては 、 毎月 機関誌を 出 してお り ます し 、 それか

ら ま た各支部への伝達手段も持っ ています し 、 例 えば最近私たちが分析 してい る なか

で、 いわゆ る メ ト ロ ですね。 頚管を開いて風船で 、 それが普通滑脱 した と き に破水 し

て大量の羊水 と と も に臍脱が起き る と い う こ と が一般的にはわかっ ていたわけであ

り ますけれ ど も 、 実はその と き ではな く て 、 ま だ固定 しない間は 1 時間 ぐ ら いた っ て

ま た起き る可能性も あ る し 、 そ う い う こ と についての警鐘 と い う のは即座にやっ てい

っ たほ う がいい と 思 う ので 、 事例に よ っ て 、 い っ ぱい使われてい る頻度の多いそ う い

う 医療行為についての事故が起き た場合には 、 これは即座にそ う い う 対応を してい く

と い う こ と も重要ではないか と 思っ てお り ます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 ほかにいかがですか。

○川端委員 隈本委員の ご発言のなかで、 ど う も今回上がっ て く る事例がすべて医療

事故の よ う な 、 産婦人科医の医療 レベルの低 さ か ら来てい る と い う 何か思い込みが先

にあ る みたいな気が します。 そ う い う も のではな く て 、 新生児脳性麻痺にな っ て しま

っ た事例は どんな事例が あ る か と い う こ と も 非常に大切な分析テーマ にな っ ていま

す。 産婦人科の医師が ど こ の手を抜いた と か過失を探 して警鐘事例 と し よ う と い う の

と はち ょ っ と ス タ ンス が違 う ん じゃ ないか と 私は考えてお り ます。

○隈本委員 川端先生 と は今回が初めてお会いする のでご存 じない と 思いますが 、 多

分、 原因分析委員会でずっ と ご一緒 させていただいてい る他の先生方は、 決 して僕が

あ ら探 しを してやろ う と か、 医者の ミ ス を見つけ出 してやろ う と い う ふ う な こ と で言
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っ てい る のではない と い う こ と を理解いただいてい る と 思います。 た く さ んあ る事例

の なかには 、 やは り 同僚の 、 あ る いは先輩の先生方か ら見て 、 ｢ こ こ 2 時間 ぐ ら い全

然様子を見ないのはおか しい よ ね｣ と か、 ｢やっ ぱ り こ う い う こ と が起 こ る んだね、

気をつけな き ゃ ね｣ と い う よ う な こ と が き っ と あ る で し ょ う と 。 それは全体のなかで

言えばご く わずかですけれ ど も 、 それに 当 たっ て しま っ たお子 さ んは 、 そ の後一生、

脳性麻痺なわけですか ら 、 そ う い う こ と は 1 0 0 例に 1 例であ っ て も 1 , 0 0 0 例に

1 例であ っ て も 、 それはな く そ う よ と い う 考え方も こ の再発防止活動のなかにはあっ

ていい と い う ふ う に思 う のです。

つま り 、 数量的な 、 システム的な分析、 例 えばこ う い う 時期に高血圧になっ た人は 、

脳性麻痺の事例が多 く な る よ う だか ら気をつけま し ょ う と い う よ う な も の と 同時に 、

個別の事例について 、 発生 した ら それをやっ ぱ り 全部原因分析 してい る わけですか ら 、

先生方は悩んだあげ く 、 やは り これは ｢ ち ょ っ と 標準的治療ではない｣ と い う よ う な

場合、 それを一生懸命考えて報告書に書いてい る わけですよ 。 再発防止委員会は 、 そ

れが 3 件同 じ よ う な も のが続いた ら 、 今 、 産婦人科の先生の 中 に 、 も しか した ら こ う

い う こ と をやっ てい る人がい る か も しれませんけれ ど も 、 こ れはやっ ぱ り 気をつけま

し ょ う ね、 と い う ぐ ら いの話で情報提供でき ないか と 思います。 みんながみんな失敗

してい る と か思っ てい る わけではない し 、 原因分析委員会は 、 決 してそ う い う あ ら探

し を し よ う と は していない こ と については僕は よ く わかっ てい るつ も り です。

○池 ノ 上委員長 今の ご議論、 今 、 原因分析委員会で出て き てい る症例 と い う の は 、

障害がかな り 早い時期か ら はっ き り 出てい る 。 そ う い う 症例が ど ち ら か と い う と 今議

論にな っ てい る んですね。

と こ ろ が 、 1 年 ぐ ら いた っ て 、 1 年か ら 5 年の間にな り ます と 、 何が原因だかよ く

わか ら ない と 。 そ してすべてそんなに原因がないに も かかわ らず、 結果的には神経学

的には問題があ り そ う だ と い う お子 さ んがかな り い ら っ しゃいます。 その人たち はま

だ出て き ていない可能性が あ る のです。 ですか ら 、 川端先生がイ メ ージ してお られる

対象 と 、 隈本先生がお話 しにな っ たポ ピュ レーシ ョ ン と い う の はち ょ っ と 違 う んだ と

思 う んですね。 ですか ら 、 最終的には 、 隈本先生おっ しゃ っ た よ う に 、 1 例で も 2 例

で も 回避でき る も のは回避 しま し ょ う 。 回避 と いいますか、 避け られる も の は避けま

し ょ う と 。 川端先生言われる よ う に 、 いや、 みんな一生懸命やっ たんだけれ ど も 、 結

局は よ く わか ら ない。 だけ ど脳性麻痺であ る 。 それは も う こ の委員会で どん どん拾っ
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て補償 していき ま し ょ う よ と い う と こ ろ なので、 最終的にはお 2 人の議論はかみ合っ

て く る と 思 う のですけれ ど も 。

○川端委員 知 ら ない人が聞 く と 誤解 しかねないので、 ち ょ っ と 危な っ か しい。

○隈本委員 無過失補償ですか ら 、 全 く 医療側に も何の問題も な く 、 しか も どんな名

医がやっ て も そ う な る であ ろ う と い う 例 も た く さ んあ る と 思います。 それについては

再発防止委員会が何か言 う こ と ではない。 再発防止委員会が何か言 う こ と が あ る と す

れば、 池ノ 上先生がおっ しゃ っ た よ う に 、 今の科学 レベルでは何か関係な さ そ う に見

えてい る んだけれ ど も実はつなが っ てい る と い う こ と が 、 例数が重な る ご と に見えて

く る のではないか と い う 問題 と 、 普通のお医者 さ んか らする と 、 ち ょ っ と こ う い う こ

と はやめたほ う がいいの に と い う こ と について は伝え る と い う こ と で ど う で し ょ う

か。 と い う ふ う に思っ ています。 以上です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいま した。 よ ろ しいですか。 では 、 勝村委員 、 ど う

ぞ。

○勝村委員 侃々諄々 の議論にな る のか も しれませんけれ ど も 、 例 えば、 僕 ら が薬の

副作用 と 薬害が ど う 違 う と い う ふ う に言っ てい る か と い う と 、 薬には必ず副作用があ

る と い う こ と で 、 それが ど う して も 出て き て しま う こ と は仕方がないけれ ど も 、 薬害

と 僕 ら が呼んでい る のは 、 専門家の人たち と か、 だれかが も う 少 し き ちん と 再発防止

を考えて く れた ら被害を拡大せずにすんだん じゃ ないか と い う こ と を言っ てい る わ

けです。 例 えば、 スモ ンであれサ リ ドマイ ドであれ、 最初に出て き た被害のい く つか

は仕方ないに して も 、 も っ と 被害が拡大 しない よ う にでき たん じゃ ないか と い う こ と

が 問われてい る 。 薬害エイ ズで も そ う だっ た と 思 う んです よ ね。

だか ら 、 こ こ が再発防止委員会 と い う 限 り 、 やっ ぱ り こ こ が 1 つの人格を持っ て責

任を負 う ぐ ら いの覚悟が必要だ と 思 う んです よ ね。 こ こ が し っ か り していれば再発防

止ができ たの に 、 も しそれを防げなかっ た ら こ こ の責任です。 ただ、 事故 も 、 薬害 と

副作用の違い と 同 じ よ う に 、 事故で も 医療の不確実性であ る と か、 事故が完全にな く

な っ て脳性麻痺の子 ど も が生まれ る こ と が な く な る と い う こ と は ないので し ょ う け

れ ど も 、 防げたはずの も の を繰 り 返 して しま っ た と い う こ と は と め られる ん じゃ ない

か、 と い う こ と です。 そ う い う 努力 を しま し ょ う と い う のが こ の委員会の趣旨だ と 思

う ので 、 そ う い う 努力 に関 しては 、 やっ ぱ り 僕 ら は手段を選ばずにあ ら ゆ る努力 を し

ていかな き やいけない と い う ぐ ら いの責任みたいな も の を負 う べき だ と 思 う んです。
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だか ら 、 隈本委員 と 同 じニ ュ ア ンス だ と 思 う のですけれ ど も 、 報告書をつ く る こ と

が 目 的だっ た ら 、 報告書をつ く る こ と で責任が全 う さ れる こ と にな る ん じゃ ないか と

い う イ メ ージにな っ て しま う ので 、 やは り 防げる はずの事故は絶対に防 ぐ と い う こ と

が公的な こ の委員会の 、 こ れか ら全国のすべての国民に関係 してい く こ と なのですか

ら 、 防げる も のは全部防 ぐんだ と い う 意識が必要だと思います。

ただ、 毎 日 毎 日 そ う い う 努力 を し続けてい る と いっ て も 、 実質、 結果的には こ こ に

書かれてあ る よ う な こ と を してい く こ と が 中心にな る で し ょ う し 、 実質やれる こ と は

限 られて く る と 思いますけれ ど も 、 どんな こ と をやっ て き たのか と い う の を年に一度

ま と め る こ と は も ち ろん必要が あ る 、 総括 と してま と め る と い う 意味では必要だ と 思

いますけれ ど も 、 総括をつ く る こ と が 目 的なのではな く て 、 本当 に事故を防 ぐ手立て

と い う のはあ ら ゆ る こ と を 、 どんな事例が出て く る かわか ら ない し 、 なかなかそ う い

う 事例が上が っ て こ ないか も しれない し 、 わか り ませんけれ ど も 、 上が っ て き た と き

にはやっ ぱ り あ ら ゆ る 手立て をする んだ と い う 趣 旨 をぜひ盛 り 込んでいただき たい

な と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 恐 ら く 、 さ っ き板橋委員が提案 さ れて 、 ち

ゃ ん と した コ ン ト ロ ールを置いて 、 そ して き ち っ と した疫学調査を しな ければなかな

か難 しいのではないか と おっ しゃ っ たその背景は 、 恐 ら く 今の医学的な知識を も っ て

して も はっ き り し ない よ う な も の も あ る と 。 それに関 してはち ゃ ん と や り ま し ょ う と 。

一方、 先ほ どか ら 隈本委員や勝村委員がおっ しゃ っ てい る よ う に 、 だれが見て も 明

ら かです よ と 。 原因分析委員会で も そ こ を ち ゃ ん と 指摘 しています よ と 。 それについ

ては、 そんなアカデ ミ ッ ク エ ビデンス と い う と こ ろ ま でいかな く て も 、 こ こ の制度を

こ う さ わ り ま し ょ う と か、 こ う い う こ と で 、 今 、 でき る こ と であれば、 それはその と

き その と き に こ ち ら か ら提言 してい く と い う 二段構えで行かない と 、 なかなかその再

発防止 と い う と こ ろ に行かないのではないで し ょ う か。

逆に言います と 、 板橋委員が提案 さ れた よ う な 、 今の医学の知識で も っ て右なのか

左なのかわか ら ない と い う こ と を 、 ｢ えい っ 、 やあ一っ 、 左｣ と 言っ て しま う と 、 ひ

ょ っ と した ら右であ っ たはずの人たちが被害を被る こ と に も な り かねない。 そ こ ら辺

がやっ ぱ り アカデ ミ ッ ク エ ビデンス を大事にする人たち の グループの意見なので、 そ

れ と 明 ら かに これはだれが見て も そ う ですね、 原因分析委員会で も こ う ですね と い う

の は迅速な対応をする と い う こ と が再発防止委員会 と して は あ る程度必要な こ と で
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はないか と 思います。 こ れは分け る必要が あ る だろ う と 思います。

○勝村委員 そ う い う ふ う にま と めていただいて あ り がたい と思 う のですけれ ど も 、

さ ら に一言言っ てお く と 、 き の う も全国薬害被害者団体連絡協議会 と い う と こ ろ の世

話人会に出ていたのですけれ ど も 、 スモ ンで も あ る と こ ろでは原因は薬なん じゃ ない

か と い う 話 も 出て き たけれ ど も 、 いや、 伝染病だ と い う 話が出て き た り も して 、 ま だ

は っ き り 薬 と は言い切れない と か言っ てい る う ち にす ご く 被害が拡大 して しま っ て

と い う よ う な こ と が あ っ た場合、 ど こ ま での被害は確かに因果関係的な も のがわか ら

な く て仕方が なかっ た けれ ど も 、 で も 、 ど こ か ら かは 、 こ の薬は も っ と 早 く 危険性を

言っ ていっ たんやめ る べき だっ たん じ ゃ ないか と い う こ と が後で反省 と して 出て き

てい る わけなので、 そ う い う 判断の難 し さ を し っ か り や る と い う のが 、 こ こ が責任を

負 う と い う 意味ではないか。 ま だ事例が何個 も集ま っ ていないか ら 、 1 つでは何も言

えないのだか ら と 言われた場合には余 り 軽率にやる こ と も でき ない と 思 う けれ ど も 、

ただ、 やっ ぱ り 遅れて しま う と い う こ と も あ っ てはな ら ないので 、 1 つの事例で も で

き る 限 り の こ と を してあげな き やいけない と い う 、 そ う い う イ メ ージが 、 責任を負 う

と い う 意味で 、 そ こ の判断が非常に難 しい と こ ろ 、 悩ま しい と こ ろ が あ る に して も 、

そ う い う ぎ り ぎ り の と こ ろ を き ち ん と 戦っ ていかな き や い け ないんだ と い う ぐ ら い

の気持ち を専門家の皆 さ んに特に持っ ていただき たい し 、 繰 り 返 しますけれ ど も 、 報

告書をつ く る こ と が 目 的にな っ て しま う こ と が ない よ う に 、 本当 に事故が再発 されな

い 、 1 つで も 防げる事故は防 ぐ と い う こ と を担保 していけ る と い う 、 そ う い う レベル

の話が出て く る んだ と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。

○ 田村委員 先ほ ど 、 隈本委員のおっ しゃ っ た こ と の前半の部分は、 池 ノ 上先生、 板

橋先生がおっ しゃ っ た よ う な 、 ア カデ ミ ッ ク にま だシ ロ かク ロ かつげ られない と い う

部分については、 こ の委員会で責任を も っ てその原因究明 をする ための研究班をつ く

っ た り 委託 した り する と い う こ と で 、 非常に大事な こ と だ と 思 う んです。

それか ら 、 後半の 、 初心者、 ビギナーズ ミ ス テイ ク に近い よ う な も の に関 して は 、

なぜ国家試験 も通っ て臨床研修も受 けていな が ら 起 き てい る のか と い う こ と の観点

か ら 、 そ う い う 方の教育研修システ ム を提言する こ と が重要か と思います。 基本的な

研修にかかわっ て く る のは 、 日 本産婦人科学会 と 日 本産婦人科医会が 中心だ と 思いま

すけれ ど も 、 あ と は 日 本周産期 ･ 新生児医学会 と か 日 本未熟児新生児学会 と か、 そ う
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い う 限 られた学会の メ ンバーが対象ですので、 それぞれの学会が責任を も っ てそ う し 、

う 人た ち を リ ピー タ ー に し ないた め の研修 と か再教育シス テ ム を ど う す る か と か と

い う こ と を こ こ でき ちん と 推奨案を出 してい く と 良いのではないで し ょ う か。 単にガ

イ ド ラ イ ン と か報告書を 出すだけ じゃ な く て 、 それぞれの学会に具体的な り コ メ ンデ

ーシ ョ ンを 出す と い う こ と も非常に大事な こ と で 、 隈本委員のおっ しゃ っ た後半は 、

そ う い う こ と かな と い う ふ う に理解いた しま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 私は 、 隈本委員の先ほ どの こ の第 2 0 回の

報告書に絡んでのお話のなかに 、 これはい ろいろ な診療科、 い ろい ろ な分野が こ こ に

は含まれてい る んですね。 幸か不幸かこれは産科 と い う かな り シャ ープな分野を タ ー

ゲ ッ ト に していますので 、 そ う します と フ ィ ー ドバ ッ ク の仕方だ と か、 あ る いは情報

の分析のシャープネス さ と いいますか、 そ う い っ た こ と は よ り 特化 した も のが生まれ

て く る のではないか と 思います。 ち ょ っ と 希望的観測か も しれませんが。 ですか ら 、

今 、 田村委員のおっ しゃ っ た よ う に 、 フ ィ ー ドバ ッ ク するべき相手は ど こ か と い う の

も かな り 絞 られて く る と 。 そ して 、 内容的に も産科医療にかかわ る と い う こ と です と 、

かな り 絞 られて く る と 思われます。

そ う な り ます と 、 やは り こ の再発防止委員会が今後やっ てい く 作業 と か内容的な も

の と い う の も も う 少 し絞っ た も の にで き る 可能性は十分あ る のではないか と 思っ て

お り ます。 それは これか ら委員の先生方にいろいろ と ご議論いただいて 、 い ろい ろ な

意見を出 していただき なが ら 、 ど こ と ど う い う ふ う に絡んでやっ てい く か と い う こ と

が非常に重要になっ て く る と 思います。

こ の件に関 して 、 あ と 4 ~ 5 分議論 したい と思いますが 、 いかがで し ょ う か。

○岩下委員 今ま での議論を聞いてい る と 2 つあ り ます。 2 つ 、 場合に よ っ ては 3 つ

ですね。

1 つは 、 原因の多い も のに関 しては 、 原因分析をする前に警告を発する な り 何な り

で防止の ほ う に力 を入れる と い う こ と と 、 それか ら あ と 1 つは 、 今言っ たその原因の

分析を科学的な分析をやる 。 それか ら 、 医療技術に関 しては 、 それに満たない よ う な

医療を行っ て しま っ た こ と については ヒ ューマ ンエ ラ ーの問題ですか ら 、 田村先生言

われる よ う に 、 教育な り 何な り 、 社会的な対応を考え る と い う こ と で 、 その社会的な

対応の こ と と 、 それか ら起 こ っ た事例で、 先ほ ど出ま した よ う に 、 臍帯脱出は も う 3

例あ る んですか。 あ あい う も のは学会な り い ろい ろ な も の を通 して警告を発する 。 そ
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の原因が詳 し く 科学的に分析 さ れな く て も私はやる ほ う がいいだろ う と 思います。

ただ、 こ の前の準備委員会で も お話が出たのですが 、 私は科学的な根拠を求めて例

えば文献検索する と か全国調査をする と か、 場合に よ っ ては動物実験ま で含めて 、 そ

う い う こ と は確か事務局の話だ と 、 こ の再発防止委員会では機能 と しては持たない と

い う お話を聞いたので、 今 、 そ う い う 科学的な根拠も含めて と い う お話が出たのです

が 、 事務局の能力 と か機能 と か、 そ う い う も のか ら考えて 、 初め に こ の第 1 回 目 には

っ き り しておかない と 、 2 回 目 、 3 回 目 はかな り 混乱する の じゃ ないか と 思いますの

で、 私は事務局 と しての意見を聞 き たいのですが。

○上田理事 ただいま の岩下先生か ら の ご質問 、 そ して 、 先ほ どの 田村先生のアカデ

ミ ッ ク な取 り 組みについての ご意見ですね。 隈本委員か ら も ご意見が あ り ま した。

1 2 ページの提供する情報に関する基本的な考え方の 2 番 目 の丸ですけれ ど も 、 テ

ーマに沿っ た分析を しっ か り 行いますが 、 原因分析にあたっ ての分娩機関等か ら の情

報を基に分析を行います。 科学的な分析を 、 例えば研究班を設けて行 う べき であ る と

かい ろい ろ な提案が あ り ますが 、 まず、 基本的に こ の再発防止委員会では 、 原因分析

委員会で取 り ま と め られた報告書をベース に分析を行っ て 、 こ の再発防止を取 り ま と

めた も のが 、 イ メ ージの丸の 1 つ 目 に あ り ます よ う に 、 それぞれの分娩機関で再発防

止の取 り 組みに もつなが り ます。 -方、 ア カデ ミ ッ ク な研究をすべき であ る と い う ご

指摘があ り ます。 こ の点に関 しては 、 学会です と か、 研究班です と か、 外部でい ろい

ろ な研究が行われる だろ う と 考えてお り ます。

今後 、 実際にテーマに沿っ た分析を行います と い ろい ろ な課題があ る と思いますか

ら 、 私 ど も は一切研究を行いません と い う こ と では ご ざいませんけれ ど も 、 基本的に

はやは り まず確実に 1 つずつ取 り 組んでいき たい と 考えてお り ます。 今後は実際の審

議のなかで議論にな る か と 思いますが 、 基本は こ の 1 2 ページの考え方で進めたい と

思っ てお り ます。

○池ノ 上委員長 岩下委員 、 よ ろ しいですか。 こ の委員会では 、 先ほ ど も ち ょ っ と 言

いま した けれ ど も 、 あ る程度の観察 した結果を公表する と 。 そ の結果、 必要であれば、

研究班その他をつ く るべき であ ろ う と い う よ う な提言を して 、 その最 もふ さ わ しい例

えば産婦人科学会だ と か医会だ と か、 あ る いは周産期 ･ 新生児委員会 と か、 あ る いは

助産師会、 い ろい ろ な と こ ろ があ る と 思いますので 、 そ う い う と こ ろ につなが る よ う

な活動を してい く 。 こ の委員会その も ので研究班をつ く っ てやっ てい く と い う の は 、
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かな り 大き な作業にな っ てま い り ます し 、 そ う い う も の を提言 しなが ら 、 そ して 、 そ

こ に話が流れてい く と い う よ う な と こ ろ が現時点でのイ メ ージだ と い う ふ う に私は

理解 してお り ます。

場合に よ っ て は 、 こ の委員会が も のすご く パ ワ フルにな っ て 、 た く さ ん予算が来て 、

あ ち こ ち に研究会を持て る よ う な 、 そ う い う 位置づけになれば、 こ の再発防止委員会

のなかの研究会みたいな も の も でき る か も しれませんけれ ど も 、 現時点ではそ こ ま で

はち ょ っ と イ メ ージ さ れていないのではないか と 思っ てお り ますけれ ど も 。

○ 田村委員 そ こ ま ではいかな く て も 、 例えばこ の③の調査研究の契機 と な る情報を

ただ発信する だけではな く て 、 場合に よ っ た ら 、 国の厚生科学研究のなかにテーマ と

して提言する と い う ぐ ら いはすべき ではないか と 私は思います。

○池ノ 上委員長 それについて事務局はいかがですか。 こ こ か ら 国に提言する と い う

の は 、 これ も産科医療補償制度の運営委員会の基本的な と こ ろ にず う っ と 流れてい る

こ と ですよ ね。 ですか ら 、 それはでき ない こ と ではない。

○上田理事 こ の制度は 、 いわゆ る公的な制度であ り ます。 厚労省か ら オブザーバー

で出席 されていますが 、 今 、 先生ご提案があ り ま した よ う に 、 やは り 国に研究テーマ

と して取 り 組んでほ しい と 提言をする こ と も考え られますので 、 検討 してい き たい と

思っ てお り ます。

○鮎澤委員 大変個人的な思いなのですが 、 私 、 こ の委員会に参加 させていただ く 1

つに 、 幾多の分析が本当 に事故の防止につなが っ てい る のだろ う か と い う 思いが あ り

ま した。 事故が起き る 、 分析が される 、 院内で も 院内の検討会が開かれて事故調査報

告が 出て く る 、 ま た収集事業も続いてい る 。 で も 、 本当 にそ う い っ た分析の結果が 、

1 つで も事故を減 らす、 ま と めて減 らす、 と い っ た こ と につなが っ てい る のだろ う か。

と い う 思いが あ っ て 、 今回の こ の再発防止委員会か ら 出て く る も のが 、 本当 に事故を

減 ら してい く んだ、 事故を減 ら してい く こ と につなが っ てい く た めには こ う い う ふ う

に進めてい けばいいんだ と い う 1 つのモデルにな る こ と を期待 しなが ら 参加 さ せて

いただいています。 それは こ こ にい ら っ しゃ る 皆 さ んが同 じ思いだ と い う こ と を改め

て伺っ て心を強 く してい る次第です。

伺いなが ら 、 3 つあ り ます。

まず、 1 つ 、 1 4 ページに ｢働き かけ る ｣ と い う 単語が あ る のですが 、 こ の働き か

け方をぜひ ｢ こ う い う こ と が あ り ます よ ｣ と い う 方策を示すだけではな く て 、 そ の方
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策が実効あ る も の につ なが っ てい く た め に具体的に何をすればいいのか と い う と こ

ろ ま で踏み込んでの議論を私た ち の委員会の仕事 と さ せていただき たい と い う こ と

です。

今 も 出ていま したけれ ど も 、 研究が必要だ と い う こ と になればその こ と が強 く う た

われるべき だ し 、 こ れか ら先には体制や制度の問題で議論 しなければいけない こ と も

出て く る のではないか と 思います。 そ う い っ た こ と も含めて 、 じや あ具体的に どの よ

う な ア ク シ ョ ン を取っ てい く のか と い う こ と にま で踏み込んで議論 させていただき

たい と 思っ ています。

それか ら れ点 目 、 1 2 ページに ｢分娩機関 と 学会等｣ と あ り ますが 、 ぜひ こ のなか

に教育機関等 と い う イ メ ージ も持っ ていただき たい と い う こ と です。 こ の と こ ろ 医療

安全については 、 卒前教育で も い ろいろ議論 されていて 、 ｢ 医療安全｣ と い っ た科 目

も設定 される よ う 々こ な っ て き ていますが 、 いわゆ る安全に関する体系的な知識 ･ 技術

も さ る こ と なが ら 、 それぞれの臨床に関する科 目 のなかで本来必要な こ と が き ちん と

教え られてい る か と い う こ と も実は大変重要な こ と だ と 思っ ています。 そ こ に 、 資す

る よ う な情報が 出て き た と き には 、 そ う い っ た卒前教育のなかに折 り 込んでい け る よ

う にする こ と も私たち の役 目 だ と 思っ ています。 ⑤に明記 してほ しい と い う のではな

く て 、 ｢等｣ のなかにそ う いっ た こ と も折 り 込んでいただき たい と 思っ ています。

最後 、 3 ,点 目 ですが 、 こ れか ら の事例の集積のなかで、 ま た個別の 、 事例の検討の

なかで、 思いが けない こ と も 出て く る のだ と 思います。 どなたかがおっ しゃ っ ていた

よ う に 、 これはいかん と い う の も 出て く る か も しれない し 、 早急に と にか く 手を打た

な き やい けない と い う こ と も あ る 。 も ち ろ ん今いただいてい る資料のなかで大体のイ

メ ージはつかめま したが 、 その時その時で 、 本当 に社会に と っ て必要な こ と や 、 やれ

る こ と を議論 していけ る よ う な 、 柔軟 さ を 、 ぜひ こ の委員会に持っ ていただき たい と

思っ ています。 も し本当 に必要であれば、 今 、 想定 さ れてい る以外の時に も こ の委員

会が開かれて 、 オンタ イ ムで社会に発信 していけ る よ う な 、 その よ う な仕事の仕方を

させていただき たい と 思います。 あ り が と う ご ざいま した 。

○池 ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ご ざいま した。 かな り 具体的に ご意見をい

ただき ま した。

○藤森委員 ち ょ っ と 確認 させていただき たいのですけれ ど も 、 こ こ に上が っ て く る

再発防止に出て く る症例 と い う のは 、 原因分析委員会で これは予防ができ る と い う 症
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例だけ上が っ て く る のですか。 ち ょ っ と さ っ き か ら事故だ と か、 そ う い う 話だっ たん

ですが。

○池 ノ 上委員長 いやいや、 予防ができ る わけではないです。

○藤森委員 ですか ら 、 最初の趣旨 と い う か、 いかに も脳性麻痺が予防でき る も のが

ほ と ん どだ と い う 、 そ う い う 何かス タ ンス に立っ て話が進んでい る よ う な気が して 、

実際の現場にい る者 と する と すご く 不安を覚え る のですけれ ど も 。 ですか ら 、 再発防

止 と い う 名前 も そ う なんですけれ ど も 、 原因分析 されて再発予防でき る も の も あ る で

し ょ う けれ ど も 、 そ う じゃ ない も の も上が っ て く る わけですよね。 ですか ら 、 も ち ろ

ん 、 さ っ き の臍脱の話なんか も あ り ますけれ ど も 、 そ う い う 頻度が高い も の も あ る か

も しれないのですけれ ど も 、 そ う じ ゃ ない も の も 上が っ て く る と い う 建前で話は進む

べき ですよ ね。 一応、 確認なんですけれ ど も 。 ち ょ っ と すごい心配 していたんですけ

れ ど も 。

○池ノ 上委員長 再発 と い う のは 、 私 も それは非常に違和感があ り ま してね、 自 分が

委員長をや り なが ら変なんですけれ ど も 、 再発 と い う の は必ず原因が あ っ て 、 その原

因が起 こ ら ない よ う に しま し ょ う と い う のが再発防止ですよね。

と こ ろ が 、 先ほ ど川端委員 も おっ しゃ っ た よ う に 、 た く さ ん症例が 出て く る と 、 原

因がわか ら ない と い う のが 出て く る んです。 そ う す る と 、 再発防止が し よ う が ない と

い う よ う なイ メ ージ も も と も と あ り ま して 、 いわゆ る一般の医療事故の再発防止 と 産

科の再発防止 と い う の はち ょ っ と 違 う ん じゃ ないか と 。 産科 と い う の は 、 原因がわか

ら な く て も結果が悪い と かあ る わけですね。 他のい ろいろ な医療事故の場合には、 多

く の場合は 、 原因が ど こ かにあ る んだ と 思 う のです。 ですか ら 、 先生の感 じ られる違

和感 と い う の は 、 皆 さ ん結構あ る ん じゃ ないか と 思います。 川端先生の先ほ どの ご発

言も 、 そ こ か ら来てい る んだ と 思 う のです。 ただ、 再発 と い う 言葉を ど う と ら え る か

と い う こ と だろ う と 思います。

ですか ら 、 こ れか ら た く さ ん症例が出て く る と 、 必ず し も それは再発防止は不可能

だ と い う の も 、 恐 ら く こ う い う 経過が起 こ っ た も の を防 ぐのは非常に不可能だな と い

う よ う な結論で終わ る こ と はあ る だろ う と 思います。

○勝村委員 き ょ う の議論でそ う い う 違和感は僕は一切ない と思 う んですよ 。 僕 も何

度 も言っ てい る よ う に 、 防げる はずの も の を防ご う と い う こ と が 目 的なので、 それは

1 例であ っ て も いいわけで、 再発防止でき る も のは少ないか も しれません。 国民が今
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ま で受けて き た薬の副作用 に比べて 、 薬害なんてほんの一握 り です。 その薬害を防ぎ

たい と 言っ てい る わけなので、 だか ら 防げる も の を防ご う と い う こ と なので、 すべて

の副作用が薬害なんてだれも思っ ていない し 、 脳性麻痺の子 ど も を僕 ら た く さ ん知 っ

ていますけれ ど も 、 ほ と ん どは防げなかっ たか も知れないですよ 。

だけ ど 、 防げる事故が繰 り 返 さ れてい る と い う こ と をな く したい と い う こ と で こ の

再発防止委員会があ る と 思 う ので 、 それを見逃 さ ない と い う 、 それをやる こ と だ と い

う と こ ろだけで一致 してい る ん じゃ ないですかね。 僕は何の違和感も ないですけれ ど

も 。

○池 ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいま した。 今の勝村委員 、 よ く ま と めていただき ま

した。 隈本委員 、 ど う ぞ。

○隈本委員 僕の言い方が 、 全部のお医者 さ んが失敗 してい る と い う ふ う な印象を あ

た えた と した ら 、 それは表現力不足で した。 全 く そんな こ と はあ り ません し 、 僕は原

因分析委員会に も入っ てい る ので 、 ど う し よ う も ない も の 、 何が原因かわか ら ない と

い う も のがた く さ んあ る と い う こ と について も よ く 存 じ上げています。 少な く と も今

の最初の十何例は、 公表 された 5 例だけではな く て 、 最初の十何例はそんな感 じです。

その こ と について は よ く わかっ てい る つ も り です。 逆に言 う と 、 現場のお医者 さ んに

不安感を持っ ていただき た く ない。 む し ろ こ の再発防止委員会が現場のお医者 さ んに

と っ て心強い存在にな るべき だと思っ てい る んです。

1 つの例を挙げたいのですが 、 例えば病棟に塩化カ リ ウ ム を置いてお く と 間違え る

人がい る と い う こ と は 、 ア メ リ カ の J C AH O の警鐘的事例 と して報告 され、 それを

受けた 日 本のい ろいろ な学会が勧告を して 、 病棟には塩化カ リ ウ ム を置かない よ う に

し よ う と い う 対策を と り ま した。 それで間違えち ゃ う 人がいな く な っ たんですね。 減

っ たんですね。 塩酸 リ ドカ イ ン も そ う です。 かつて は 1 0 %製剤 と 2 %製剤が両方あ

っ て 、 それを取 り 違え る こ と が 3 例か 4 例あ っ て 、 それを警鐘的事例 と して警告 した

結果、 病棟か ら 1 0 %製剤が消えま した。 そ の後 1 0 %製剤の発売その も のが 中止に

な り 、 今は間違え る人がま っ た く いな く な っ たんですね。 つま り 、 こ の再発防止委員

会が ち ゃん と機能すれば、 う っ か り 失敗 しち ゃ う 人 と か、 何 と な く 勘違いで失敗 して

い る人が減っ てい く はずなんですよね。 それは現場のお医者 さ んに と っ て安心情報を

く れる頼 り にな る存在だ と い う こ と です。 だか ら 、 お医者 さ んたちが何か再発防止委

員会に よ っ て責め られる ん じゃ ないか と 思われる と した ら 、 それは全 く の逆で、 安心
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して医療ができ る ための情報提供をする委員会だ と い う こ と を強調 してお き たい と

思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 今の勝村委員 と 隈本委員がま と めて く だ さ

っ たので、 大体多 く の委員は コ ンセ ンサス と して理解 してお られる だろ う と思います。

基本的に こ の再発防止委員会 と い う の は 、 産科医療補償制度が始ま っ て 、 そ して分

娩に係 る脳性麻痺のお子 さ ん方を これでカバー しま し ょ う と い う よ う な こ と が起 こ

っ た と き に 、 ただそれだけでは片手落ちだろ う と 。 原因が何かはっ き り それを分析 し

て 、 そ してそれを よ り 産科医療の改善につなげる 。 それか ら 、 再発が防止でき る も の

は防止 して 、 よ り よ い産科医療につな ぐ。 そ う い う こ と を しない と 、 ただ補償 します

だけでは社会の コ ンセ ンサス は得 られないだ ろ う と い う のがそ も そ も のス タ ー ト で

すので、 それをやる ために必要な再発防止委員会であ る と い う 前提で こ の委員会は動

いてい る と い う ふ う に ご理解いただければ、 今後の議論 も少 しかみ合 う ん じゃ ないか

と 思います。

○勝村委員 イ メ ージなんですけれ ど も 、 やは り 何人かの委員の先生がおっ しゃ っ て

い る のですけれ ど も 、 情報を公表する と か提供する と い う 表現では 、 やっ ぱ り 責任を

逃れよ う と してい る よ う 々こ見 えて しま う ので 、 表現をやっ ぱ り き ち っ と 。 大事だ と 思

っ たのな ら ば、 見ておいてね と い う のだけではだめだ と 思 う んです よね。

学校の先生が 、 僕が授業を した よ と 。 勉強 し ろ と 言っ て も 、 だけ ど勉強 しない。 テ

ス ト で点が取れない 、 生徒たちが悪いんだ、 と い う 形ですませる のではな く て 、 先生

に よ っ ては 、 わかっ ていない と思っ た ら補習 をする 、 粘 り 強 く 指導をする と 、 積極的

に結果を取 り に行 こ う と 。 やっ ぱ り 全員に き ちん と わかっ てほ しい と 思 う と 、 や り 方

が変わっ て く る わけで、 自 分はやる こ と をやっ たか ら あ と は も う 知 ら ない と い う ふ う

にな っ ては責任が取れない。 やは り 、 自 分は報告 してま と めた よ と 、 出 して あ る か ら

読んでおいてね と 僕は言っ た よ と い う ので終わ り ではな く て 、 き ち ん と 本当 に事故が

起 こ ら ない と い う ふ う に結果を取 り に行 く 努力 を して ほ しい。 そ う する と 、 やは り も

う ち ょ っ と 意見具 申 をす る よ う な表現であ る ほ う が大事な場面が あ る と 思 う んです

よね。

今 、 あ っ たみたいに 、 例 えば厚生科学研究のほ う に こ う い う こ と をやっ てほ しい と

い う こ と を意見具申する と か、 強制力 はないに して も 、 そ う い う こ と を一応公的な と

こ ろ に も 、 こ こ も 半公的な場なんですか ら 。 先 日 も 、 陣痛促進剤の 『添付文書』 が 6
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月 に改正 さ れま したけれ ど も 、 P MD A に こ う い う 記載を意見具申する と か、 その結

果はやっ ぱ り ど う なんだ と い う こ と にな る か も しれないので 、 それを検討 して も ら う

と い う こ と 、 何か気にな る ので記載 してほ しい と か、 母子健康手帳に こ う い う こ と を

載せていっ て ほ しい と か、 専門教育でこ う して ほ しい と か、 施設基準を こ う い う ふ う

に も っ てい っ てほ しい と か、 い ろい ろ な意見具申 ができ る 可能性があ る ので、 それ ぐ

ら いの積極性を持っ てやっ てほ しい と い う こ と を 、 き ょ う は 1 回 目 なので 、 そ う い う

こ と をお願い してお き たい と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 積極的に意見を 出 してい こ う と い う こ と で

すね。 村上委員 、 お願い します。

○村上委員 私は部会のほ う で分析委員を させていただいてい る ので、 実際に数例で

すけれ ど も 、 分析を させていただいてい る 立場か ら ち ょ っ と 言わせていただこ う かな

と 思 う のですけれ ど も 、 ま と め られた報告書を拝見 させていただ く と 、 書いて あ る こ

と は 、 確かにやっ た こ と は正当だ し 、 別にそ こ に何があ る と い う のではないのだけれ

ど も 、 こ こ っ て記録が足 り ない よ ね と かい う よ う な と こ ろで判断が なかなか しに く い

部分 と かい う の も幾つか出て き てい る んですね。 部会 と して は 、 記録がないか ら判断

ができ ないです と い う ふ う に しかそ こ の報告書には書けな く て 、 で も 、 それが も し書

いて あ っ た ら 、 も っ と 具体的な分析ができ たかも しれない し 、 やっ ぱ り 同 じ よ う な結

果にな っ て しま っ たか も しれない。 その辺は全然わか ら ないのですけれ ど も 、 で も 、

そ の よ う な意見が 出 る と い う こ と は と て も 大事な こ と なん じ ゃ ないかな っ て思 う の

で 、 部会のなかでは 、 非を責め る よ う な表現はあま り しないので、 その部分が ど う し

て も薄れて き ち ゃ う よ う な気がする のですが 、 やっ ぱ り き ちん と 報告書を見て 、 これ

は も う 少 し記録がない と いけないん じゃ ないか と か指摘が された ら いいかな と 。 その

経過のなかで こ れは ど こ に原因が あ っ たのか全 く わか ら ない よ ね と い う ケース も あ

れば、 確かに ヒ ューマ ンエ ラー も あ る のですけれ ど も 、 そ う じゃ な く てそれ さ え も判

断ができ ない と い う 、 そ の記録がない と い う 事実 も あ る んだ と い う こ と も実感 してい

る ので、 その辺 も指摘でき る よ う な委員会であっ てほ しいな と 思います。

先 日 検討 したケース では 、 多 く の先生方が 、 こ れは本当 に ど こ に原因が あ る のかわ

か ら ない し 、 早め に帝王切開 を していた ら も しか した ら助かっ たか も しれないのだけ

れ ど も 、 だれ も が じや あ ど こ で帝王切開 をする のか と い う ジャ ッ ジが全 く でき ない と

い う よ う なケース も確かにあ っ たんですね。 だけれ ど も 、 皆 さ んがやっ ぱ り ち ょ っ と

28



気にな る よ ね と い う ケース なんだ よ ね と い う ふ う なの も あ っ て 、 みんながそ う い う ふ

う 々 こ思っ てい る んだけれ ど も判断がつかないんだ と い う こ と も提示を していっ て 、 じ

や あ皆 さ ん これは ど う 思いますか と い う の も 、 何かこ う い う と こ ろで もデ ィ ス カ ッ シ

ョ ンでき る と 私は望ま しいのかな と い う ふ う に思っ ています。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ご ざいます。 やは り 症例 ご と にかな り バ リ エーシ

ョ ンが あ る と い う こ と は事実だろ う と 思います。

○川端委員 今の先生の ご発言は 、 ち ょ っ と こ こ の委員会のテーマ と しては不適切 じ

ゃ ないかな と い う 気がいた します。

それは さ て置き ま して 、 先ほ どか ら報告書を ど う 扱 う か と い う こ と が非常に大き な

課題であ る と い う こ と を感 じま したので、 産婦人科医会は約 1 方ち ょ っ と の会員がい

ます し 、 施設で言 う と ほ と ん ど 1 0 0 % をカバー してい る と い う こ と が あ り ます。 と

い う こ と で 、 医会の組織を使っ て広報をする と い う のは協力でき る こ と だ と 思います

けれ ど も 、 も う 1 つ 、 医会 と 産婦人科学会は 、 出版物については共同歩調を取っ てい

る と い う こ と が あ り ま して 、 こ れは費用 を抑え る ため に共同発行をやっ てい る と い う

こ と が あ り ますので、 こ の あた り も 医会 と 学会 と こ ち ら の事務局 と で相談 して 、 全産

婦人科の医師に確実に情報が伝え られる よ う なシステム をつ く る必要が あ り ます。 そ

れについてはま た協力 したい と 思います。 以上です。

○池 ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 今 、 川端委員か ら大変具体的に重要な ご発

言をいただき ま した。 先ほ どか ら多 く の委員の方々 か ら ご発言いただいて き ま したそ

の最終的なア ウ ト カ ム を ど こ に持っ てい く か と い う こ と で 、 主た る分娩の場を担当 し

てお られる 医会の先生方、 それか ら教育機関 と な り ます と 大学を 中心 と した 、 こ れは

学会員がかな り そ こ をカバー してい る と い う こ と にな り ますので道ま と ん どの と こ ろ

がカバー される こ と にな る わけですね。 ですか ら 、 こ の再発防止委員会や運営委員会、

も っ と 大き な と こ ろか ら 出て行 く かは別 と しま して 、 少な く と も こ の再発防止委員会

での ア ウ ト カ ム が しか る べき と こ ろ に き ち っ と 行 く ルー ト づ く り を確立 してい く と

い う の を こ の委員会が ト リ ガーにな っ てやっ てい く 必要が あ る だろ う と い う ふ う な

ご提言であ り ま した。 恐 ら く 、 こ れは 、 今後 、 皆 さ ん ご協力いただけ る ん じゃ ないか

と思っ てお り ますけれ ど も 、 事務局 と して も それに異論はあ り ません よ う ですので一

○上田理事 はい。
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○池ノ 上委員長 そ う い う 方向 にぜひ川端委員、 それか ら石渡委員長代理もい ら っ し

ゃいますので、 そ う い っ た と こ ろ が強力 な ラ イ ンができ る と い う の は非常にあ り がた

い こ と だな と 思います。

○板橋委員 も ち ろん、 再発防止を提言する委員会ですけれ ど も 、 これま で多 く は提

言する けれ ど も 、 その結果 ど う な っ たかの評価が き ちん と でき ていない こ と が多 く て 、

結局は言いっ ぱな しで 、 実質、 例えばこ の対策を取っ た ら脳性麻痺が減っ たか と か と

い う こ と はなかなか評価でき ていない こ と が多いですね。

ですか ら 、 再発防止 と い う こ と は 、 結局は提言 した こ と に対 して最終的には ど う い

う 我々 フ ィ ー ドバ ッ ク で き てい る か と い う こ と を確認する こ と はぜひやっ て ほ しい

と 思 う のですね。

ですか ら 、 短期間でそれは無理に して も 、 例えば 3 年 と か 5 年のスパンで同 じ傾向

のケース が明 ら かに減っ たか と か、 そ う い っ た分析も併せてや ら ない と も っ たいない

と 思います。

○池ノ 上委員長 はい 、 あ り が と う ご ざいます。 今の件は 、 原因分析委員会に集積 さ

れるデータ か ら 出て く る こ と に な り ますか。 いかがですか。 ど う い う 症例が上が っ て

く る か と い う ト レ ン ドがつかま え られる のは原因分析委員会ですね。

○上田理事 いや、 再発防止委員会に個別の事例をマス と したデータ を 出 します。

○池ノ 上委員長 そ う する と 、 こ こ の委員会でそれをやる こ と にな り ますか。 ト レ ン

ド と して数年おき に出て く る症例が どんなの と か と い う よ う な こ と をJ順番が変わっ

て く る と か、 そ う い っ た こ と ですね。 それはア ク セスするルー ト は産科医療補償制度

のなかにはあ る と い う こ と で 、 あ る程度時間がたっ た ら そ う い っ た作業も必要であ ろ

う と い う こ と で。 しか も それは可能であ ろ う と 思われます。 ア ク セスする こ と は あ る

と い う こ と で よ ろ しいですか。

○上 田理事 はい。 私 ど も はそれぞれ原因分析にあたっ て提出 さ れたデータ はすべて

集めて整理 しますので 、 その 中か ら必要なデータ を先生方に見ていただ く こ と はでき

ます。

○池 ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ご ざいま した。 これま で議論いただいてお

り ますが 、 次へ進みたい と思います。 あ る程度オーバーラ ッ プする部分が ございます

ので 、 6 ) の本年度の再発防止に関する取 り 組みについて 、 事務局の ほ う か ら お願い

いた します。
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5 ) 再発防止委員会について

○後技藍 (事務局) それでは 、 先ほ どの続き にな り ますけれ ど も 、 1 4 ページの 中

ほ ど 、 5 沸こ再発防止委員会の規定の ご説明が あ り ますのでそ こ か ら ま い り ます。

1 4 ページの 5 ) ですけれ ど も 、 まず 、 本 日 の資料 8 が再発防止委員会の規則にな

っ てお り ます。 その資料 8 の規則のなかの第 2 条が審議事項 と な っ てお り ま して 、 産

科医療補償制度の再発防止に関する事項の審議 と 書いて あ り ます。

そ して 、 そ の具体的な 中身ですが 、 こ の本体資料の 5 ) の丸の 2 つ 目 、 3 つ 目 に な

り ますが 、 2 つ 目 にあ り ます よ う るこ 、 再発防止に関する基本方針の決定 と い う こ と と 、

それか ら丸の 3 つ 目 で 、 事務局が作成 した報告書、 産科事例情報 (仮称) 等の原案を

審議する と い う こ と がその 中身にな り ます。

そ して 、 一番下の0ですが 、 再発防止委員会は 、 事例の分析や報告書等の作成に関

する審議の場合は 、 非公開 、 それ以外の場合は公開 と い う こ と に してお り ます。

そ して 、 続き ま して 1 5 ページですけれ ど も 、 こ れで 6 沸こま い り ます。

6 ) 本年度の再発防止に関する取 り 組みについて

○後技監 (事務局) 6 ) の本年度の再発防止に関する取 り 組みで ご ざいます。 丸の

1 つ 団こ あ り ますよ う に 、 報告書については平成 2 2 年 1 2 月 末 日 ま でに公表 された

原因分析報告書を基に作成 ･ 提供する と い う こ と 々こ してお り ます。 ま だ今回 1 回 目 と

い う こ と なので、 少な 目 の件数にな る こ と は想定 されます。

ただ し 、 分析の対象 と な る事例件数の状況に よ り 報告書の内容や公表時期等を検討

する と い う こ と と してお り ます。

そ して 2 つ 目 の丸、 なお書き ですが 、 なお 、 産科事例情報 (仮称) については 、 今

後 、 さ ら に具体的な内容、 提供方法、 提供の頻度等、 先ほ ど名称の論点 も あ り ま した

が 、 そ う い う こ と を検討 してい く と い う こ と を考えてお り ます。

7 ) 今後のス ケジュ ール

○後技監 (事務局) 7 ) の今後のス ケジュ ールですけれ ど も 、 次回が 9 月 を想定 し

てお り ま して 、 主な審議事項は 、 再発防止に関する基本方針、 その数量的 ･ 疫学的分

析 と いいま して も 、 一体 どんな数量、 あ る いは どんな分析を行 う んだ と い う こ と を具
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体的に議論する必要があ り ますので 、 そ う い う 部分の議論を深め る と い う こ と 。 それ

か ら 、 1 1 月 がその次で、 テーマに沿っ た分析を 中心に審議いただ く と い う こ と 。 そ

して 1 2 月 が再発防止に関する基本方針を確定 さ せ る と い う こ と と 報告書の全体の

構成ですね。 件数の数字は少ない と 思いますが 、 全体の構成を審議 していただ く と い

う こ と 。 そ して 、 最後 、 2 3 年 1 月 以降に報告書の原案を審議 していただいて 、 その

後公表 してい く と い う ス ケジュ ールを考えてお り ます。 以上です。

○池 ノ 上委員長 はい 、 あ り が と う ご ざいま した。 一部は これまですでに ご議論いた

だいた と こ ろ も ご ざいますが 、 あ と 2 0 分 ぐ ら い時間を残 してお り ますので 、 引 き続

き ご議論いただき たい と 思います。 ただいま の ご説明 に対 していかがで し ょ う か。

○勝村委員 ち ょ っ と き ょ う の議論の性格についての質問なんですけれ ど も 、 き ょ う

ずっ と 後 さ んのほ う で説明 していただいた文言が 、 こ れか ら の再発防止委員会のあ り

方 と かについて 、 1 回 目 と して 出て き てい る わけです よね。 こ れが原案で、 き ょ う の

議論を踏ま えて文言が修正 される と い う 理解でいいですか。 だか ら 、 改めて も う 1 回

出て く る と い う こ と ですか。 さ っ き の と こ ろ の根幹の と こ ろ も 、 今 、 こ れは原案 と し

て議論 してい る と い う 形で理解 していいんですか。

○上田理事 はい。 き ょ う 、 先生方にい ろい ろ ご意見をいただき ま したので、 その ご

意見をでき る だけ反映 させていただき ます。 次の各論の議論のなかで、 資料を改めて

提出 させていただいて議論を していただき たい と 考えてお り ます。 ですか ら 、 こ の原

案で進め る のではな く て 、 き ょ う の ご意見をでき る だけ反映する方向で整理 します。

○勝村委員 じゃ あ 、 わか り ま した。

も う 1 点。 情報公開の と こ ろですけれ ど も 、 会議の公開についてですが 、 資料 8 の

表現 と こ こ の表現 と 1 4 ページの表現が一緒ですか。 資料 8 の第 5 条の と こ ろ と 1 4

ページの一番下の丸の表現が 、 こ れは同 じですか。

○上 田理事 資料 8 の第 5 条の会議の公開で、 委員会の審議は 、 個人情報を保護する

必要があ る事項等の審議を行 う 場合は、 非公開 と する 。 それ以外の場合は公開する と

規則に定め られてお り ますので 、 こ の考えで進めます。

そ こ で 、 ご指摘の 1 4 ページは、 再発防止委員会は 、 事例の分析や報告書等の作成

に関する審議の場合においては 、 非公開 と する 。 それ以外の場合は公開 と する と 記述

してお り ますが 、 も う 少 し具体的に 申 し上げます と 、 まず、 基本的には公開 、 つま り

個人情報を保護する必要が あ る場合には非公開ですが 、 でき る だけ公開 と い う こ と で
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考えてお り ます。 ですか ら 、 今後のス ケジュ ールの前半の制度設計に関する審議は公

開で行 う と い う こ と を考えてお り ます。

一方、 事例の分析、 報告書を作成する審議において 、 先ほ ど も議論があ り ま した よ

う &こ 、 報告書を作成する にあたっ ては 、 原因分析報告書、 あ る いはそれに関する カル

テ な どを も と に議論 しますので、 その場合は 、 個人情報を保護する視点か ら 、 非公開

でいかがか と 考えてお り ます。

○勝村委員 個人情報を保護する観点でその部分は非公開 と い う こ と に 関 して は納

得でき る のですけれ ど も 、 それ以外は公開する と い う こ と が 、 逆にすご く 大事な こ と

だ と 思っ ていますので、 そ う する と 、 1 4 ページの下の表現 と い う のは誤解を与え る

と 思 う ので 、 も と の第 5 条の表現のま ま でいいの じ ゃ ないか と 思 う のですけれ ど も 。

○隈本委員 公表 さ れる原因分析報告書は 、 個人情報は書いてあ り ません。 あ る 手続

き を取れば研究 目 的 と か再発防止 目 的だっ た ら全文を取れる こ と に な っ てい る わ け

ですか ら 、 その こ と を議論する こ と 自 体が個人情報を侵害する 可能性はないので、 そ

れ以上の個人情報が 出て き た と き に非公開 にする と い う よ う な運用 ではだめ なんで

し よ う か。

○上 田理事 今 、 隈本委員がおっ しゃ られた開示 してい る も のは 、 報告書の う ちマス

キ ング してい る も のです。 こ の再発防止委員会での審議のベース と な る も のは報告書

その も のです。 そ う する と 、 報告書 と マス キ ング した も の と は扱いが違います。 つま

り 、 報告書はまだ公表 していません。 マス キ ング した も のは公開 してお り ますが 、 確

かに報告書に氏名 です と か個人情報は記載 されていないのですけれ ど も 、 私 ど も 、 法

律家の方に こ の辺の相談をいた しま した。 個人情報保護法の制定時の閣議決定及び附

帯決議において 、 医療情報は特に慎重な取 り 扱いをすべき と い う ふ う に さ れてお り ま

して 、 そ こ で今 申 し上げま した よ う な原因分析報告書には児のお名前です と か医療機

関名 その も の は記載 されていませんけれ ど も 、 記載 さ れた も ろ も ろ の属性に関わ る情

報な どか ら個人が特定 さ れる リ ス ク も あ る ので 、 その辺は慎重に扱っ たほ う がいいだ

ろ う と い う ア ドバイ ス をいただいてお り ます。 再発防止の報告書を作成する にあたっ

ては 、 原因分析報告書をベース に議論 される こ と にな り ますので 、 我々 と しては実際

の事例の審議に関 しては非公開で行わ ざ る を得ないのではないか と 考えてお り ます。

○ 田村委員 それは こ の資料 8 の第 5 条でカバー される の じゃ ないですか。 我々 が個

人情報を保護する必要があ る と 判定 した場合には 、 個別の名前が出な く て も 、 そ の状
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況か ら前後の読み取 り か ら個人が特定 さ れ る か も しれない と 思えば非公開 にすれば

いいわけですか ら 。 だか ら 、 やっ ぱ り 勝村委員のおっ しゃ る と お り 、 資料 8 の こ の会

議の公開 を こ こ に出 して も支障はない と 思います。 わ ざわ ざ文面を変えてい る と 、 あ

たか も我々 が意図 して情報をマス コ ミ の人に漏 ら さ ない よ う る こ してい る ん じゃ ない

か と 疑われて しまいますか ら 、 別にそれでいい と 思います。

○上田理事 基本的には 、 こ の規則の第 5 条の と お り でや り ます。 こ の扱いについて

は、 こ れか ら審議が ご ざいますので、 その時引 き続き議論を していただければ と 思っ

てお り ます。

○池ノ 上委員長 き ょ う の時点では 、 こ の 5 条に関 しては入れ替えをする と い う こ と

で よ ろ しいですね。 では 、 勝村委員がおっ しゃ っ た よ う な こ と で 、 こ こ を入れ替え る

と い う こ と で。

○上田理事 実際の取 り 扱いについては 、 引 き続き議論を していただき たい と 思いま

す。

○池ノ 上委員長 はい 、 そ う ですね。 個 々 の事例に関 しては判断をする んですね。

○上 田理事 そ う ですね。

○池ノ 上委員長 はい 、 わか り ま した。 ほかにいかがで し ょ う か。 ほかに ご発言は ご

ざいませんで し ょ う か。

大ま かなス ケジュールが示 されてお り ますが 、 1 5 ページの一番最後の今後のス ケ

ジュール、 大体こ う い う 方針で進んでいければ と 思っ てお り ますが 、 いかがで し ょ う

か。 よ ろ し ゅ う ご ざいま し ょ う か。

○隈本委員 ち ょ っ と だめ押 しの確認なんですけれ ど も 、 事務局に確認 しておき たい

のですが 、 こ の産科医療補償制度の仕組み と して運営費用であ る原資が あ り ます よ ね。

3 0 0 億円 の原資。 こ れを使っ て研究を助成をする と い う の は 、 し く み上でき ないの

ですか。 つま り 、 こ こ で何かいい ヒ ン ト が 出て き たの に 、 厚生労働科学研究費で研究

して く だ さ い よ と い う よ う な 、 も ち ろんそれを強 く 言えばき っ と 厚労省のほ う は太っ

腹だか ら 出 して く れ る と思 う けれ ど も 、 それ よ り 再発防止に も役立つ も のについては 、

お金が あ る わけだか ら そ こ か ら使えない も のですかね と い う こ と を 、 事務局にち ょ っ

と 確認 したいのですけれ ど も 。

○上 田理事 すみません。 繰 り 返 しで。 こ の 1 2 ページにあ る基本的な考え方につい

て ご説明 申 し上げま した。 先ほ ど鮎澤委員か ら ご意見が ご ざいま した よ う に 、 い るい
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ろ な状況な どが議論 される で し ょ う か ら 、 それは今後の課題 と い う こ と にな る と思い

ます。

ただ、 私 ど も と しては 、 い ろい ろ な情報を基に作成 された原因分析報告書、 それを

ベース にい ろい ろ な視点で分析 していただいて提言する と い う こ と を 、 まず基本的に

考えていただいて 、 その なかで今後い ろい ろ な議論が さ れる のではないか と 思っ てい

ます。 仮に研究を行 う 場合に 、 やは り こ の制度の基本的な こ と 々 こ な り ますので 、 それ

は関係者 と も よ く 議論 しな く てはいけない と 思っ てお り ます。

○池 ノ 上委員長 先ほ ど川端委員がおっ しゃ っ てい る産婦人科医会 と い う 日 本中 の

産婦人科の組織が あ り ますけれ ど も 、 そ こ も あ る程度のデータベースが あ る 。 それか

ら 、 岩下委員が理事を してお られる 日 本産婦人科学会 も周産期関係のデータベース が

かな り 動いてい る のです。 ですか ら 、 そ う い っ た と こ ろ に き ち っ と した手続き を して 、

あ る程度の こ ち ら が実績を出 してアプロ ーチをすれば、 お互いにアカデ ミ ッ ク な部分

でのディ ス カ ッ シ ョ ン と い う のは幾 ら で も でき る わ けですか ら 、 厚労省か ら も た く さ

んお金をいただ く の も結構です し 、 学会のなかの調査委員会 と いっ た と こ ろ も あ り ま

すので、 結果に よ っ ていろい ろ な関係諸機関 と も協力する と い う こ と は可能だろ う と

思っ てお り ます。

岩下先生、 日 本産婦人科学会のなかのその窓 口 はあ り ます よ ね。

○岩下委員 周産期委員会 と い う のがあ り ま して 、 そ こ で時々 に よ っ ていろい ろ なテ

ーマ を設けて調査 ･ 研究を行っ ています。 こ れか ら投げていただければ、 そ こ で検討

する こ と はでき ます し 、 それか ら 、 さ っ き川端先生が言われた よ う に 、 学会の ほ う も

各会員のほ と ん どの方が メ ールを持っ ていて 、 例えば厚労省か ら のい ろい ろ な通達事

項を周知 して く れ と い う と 、 そ の 日 の う ち に全部会員に流れる よ う にな っ ていますか

ら 、 そ う い う も のが あ り ま した ら 、 す ぐに会員に周知はでき る と 思います。

○隈本委員 今のお答え 、 上 田先生のお答え と しては 、 現状ではそ う い う 補償金を使

っ た研究助成は不可能だが 、 将来、 運営委員会に諮る な り して何 ら かの変化が あれば、

制度の見直 しが あれば可能かも しれない と い う こ と で理解 して よ ろ しいですか。

○上 田理事 まず、 私 ど も は こ の制度を確実に行っ てい く こ と が大事です し 、 これま

での制度設計、 運営委員会での議論 も踏ま えての こ う い う 制度設計 と な り ま したが 、

基本的には こ の 1 2 ページの考え方で進めていき たい と 思います。

ただ、 見直 し規定な ど も考えてお り ますが 、 こ れか ら実際に報告書が作成 される に
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あたっ て議論 されてい く 中で 、 い ろい ろ な課題が生 じて く る と 思いますので 、 引 き続

き 関係者 と よ く 議論 します。

ただ、 こ の時点で 、 はい 、 こ れ も します、 と 言 う のは難 しい。 まずは 、 先ほ どか ら

申 し上げてい る よ う &こ 、 報告書の作成を大事に しなが ら 、 ど こ ま で成果が出せる のか

き ちん と やっ てい く と い う 枠組みをまずス タ ー ト させたい と い う こ と で ご ざいます。

○池ノ 上委員長 はい 、 あ り が と う ご ざいま した。 ほかに何かご発言は ご ざいません

　　　

○小林委員 今の研究の話ですが 、 私 も大学で研究を主に していますので、 研究を大

事に して も ら う のはいい と 思 う のですが 、 ただ、 こ の制度の創設の段階で研究 と い う

こ と を前面に打ち 出 して制度をつ く っ てい る か ど う か と い う と こ ろ はそれほ ど明確

ではなかっ た と 思 う ので 、 制度を育ててい く 過程で加入者の合意を得ていかない と 、

ど こ ま で研究費を使っ ていいか と い う のは 、 研究は非常にお金をかければいい も のが

でき ますので、 あ る意味でき り が ない と こ ろ が あ り ますので、 それは少 しずつ発展 さ

せてい く ほ う がいいかな と思います。 あ く ま で加入者の表に出ない形での合意が出て

こ ない と いけないかな と 思います。

それか ら 、 あ と も う 1 つは 、 も しそ う い う 形で研究費を使 う のであれば、 公募の形

にする のがいい と 思います。 仲間内だけでやっ てい く と ど う して も アイ ディ アが限 ら

れて き ますので、 そ う い う 意味では 、 将来発展 していっ た ら公募で さ ま ざま な研究を

進めてい く と 。 そ のため に一番大事なのはデータ を蓄積 してい く こ と だ と 思います。

データ 自 体をためてい く と い う こ と で 、 さ ま ざま な原因 と かの究明 につなが っ てい き

ますので 、 データ を と にか く 蓄積する 。 それ 自 体に非常に費用がかか り ますので 、 デ

ータ 自 体公共財 と 言われていますので、 そ う い う も の を蓄積 してい く 作業が大事 じゃ

ないかな と 思います。

そ う い う点で 、 報告書はやは り 毎年き ちん と 出 してデータ を蓄積する仕組みをつ く

っ ていかない と い けない と 思います。 毎年毎年の報告書で原因が解明でき な く て も 、

た めてい く と い う 作業 自 体が将来役に立つ こ と にな る と 思います。 こ の制度の創設の

段階でデータ が ないた め に脳性麻痺の発生頻度 も不正確に しか推計でき ていません

し 、 それか ら 、 予後 も わか ら ないので年金の仕組みにはでき なかっ た と い う と こ ろ が

あ り ますので、 そ う い う 点でデータ をため る と い う 作業は大事だ と 思います。

○池 ノ 上委員長 基本的な と こ ろ の ご発言で、 あ り が と う ご ざいま した。 今 、 小林委
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員がおっ しゃ っ たデータ を集めて集積 してい く と い う 作業は 、 現在の仕組みのなかで

も行われてい る と 考えて よ ろ しいのですか。

○上 田理事 はい。 で き ます。

○池 ノ 上委員長 よ ろ しいですね。 それは確認。 はい 、 あ り が と う ご ざいます。

ほかに ご発言は ご ざいませんか。

○村上委員 本年度の こ の委員会の タ ス ク フ ォース と い う か、 報告書は年に 1 回つ く

る と い う こ と は確認でき たかな と 思 う のですけれ ど も 、 こ の産科事例情報 (仮称) と

い う の を年に数回程度 と 書いて あ り ますが 、 こ の辺は どの よ う にイ メ ージを した ら よ

ろ しいのか確認を させていただき たい と思います。

○池ノ 上委員長 これは、 き ょ う の委員会のなかで多 く の委員の方々 か ら ご発言いた

だき ま したの をま と めて次回提案 していただ く と い う こ と で。 例えば警鐘事例に した

ほ う がいい と い う ご提言 も ご ざいま した し 、 緊急の場合には ど う 対応する か と 、 あ る

いは臨時の会議を開 く と か、 あ る いは場合に よ っ ては通信で委員の皆 さ んの ご意見を

聞いて決め る と か、 そ う い っ た こ と も必要にな っ て く る か も しれませんので、 き ょ う

の委員の先生方の ご意見を事務局のほ う で も う 一度ま と めていただ く 。 それで よ ろ し

いですか。

○上 田理事 はい。 も と も と は 1 5 ページにあ り ます よ う に 、 9 、 1 1 、 1 2 月 、 こ

れか ら 3 回ほ どかけて こ こ に あ る テーマについて 、 どち ら か と い う と 制度設計に近い

議論を していただいて 、 そ して今年の 1 2 月 ま でに公表 された原因分析報告書を基に 、

1 月 以降報告書について審議を していただ こ う と 考えてお り ま した。 先生の ご指摘の

事例情報に関 しては 、 その後引 き続き議論を して具体的な考え方を整理 し よ う と 考え

てお り ます。

ただ、 今 、 委員長か ら ご指摘が あ り ま した よ う に 、 9 月 の議論のなかで 、 名称の問

題も含めて 、 議論いた します。

○池ノ 上委員長 はい 、 あ り が と う ご ざいます。 ほかに ご ざいませんで し ょ う か。

○勝村委員 その事例情報 と い う の は 、 逐次 どの場面で も こ の メ ンバーが 、 こ う い う

事例情報をま と めてい く と よ いのではないか と 言っ てい っ ていいんですよ ね。

○上 田理事 ですか ら 、 次回その辺を。

○勝村委員 そ う です よ ね。 例えばずっ と 僕は準備委員会のほ う に も 関わ らせていた

だいて 、 こ の場に出ていただいてい る産科医会や学会の先生方は非常に事故防止に努
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めていただいてい る と 感謝 してい る わけですけれ ど も 、 だか ら 、 こ の制度を準備 して

い く なかで も 、 結果 と して事故が出て き てか ら だけやる ん じゃ な く て 、 こ の制度をつ

く っ てい く なかでそ も そ も事故が起 こ ら ない よ う につ く っ てい こ う と い う 努力 も し

ていただいてい る し 、 僕 も そんなにた く さ ん防げたはずの事故が上が っ て く る と は思

っ ていないのですけれ ど も 、 だけ ど 、 僕の気持ち と して は 、 1 つで も あれば、 それを

教訓 と して 同 じ被害は 1 つ も 出 さ ない よ う に努力 を したい と い う 気持ち が強 く あ る

ので 、 そ う い う 気持ち はやっ ぱ り 言い続けてい き たい と 思 う のです。

そ う す る と 、 先ほ ど村上委員がおっ しゃ っ ていた 、 例えば情報が う ま く き ちん と 書

けていないん じゃ ないか と い う よ う な こ と も 、 も し原因分析のなかで も議論が さ れて

い る と い う こ と で 、 その こ と に僕 ら が気づき 、 それが本当 に必要な こ と なんだっ た ら 、

その医会 ･ 学会か ら で も いいです し 、 こ う い う 情報の提供で も いい し 、 改めて こ う い

う こ と の記述が非常に大事だ と 。 こ う い う こ と を記述 してい く こ と に よ っ て よ り 現場

の力 にな る のだろ う と い う よ う な意見を専門家の先生か ら で も 出せる と い う こ と で 、

そ う い う 臨機応変な こ と を検討 し続けてい け る よ う な会議が定期的に開かれてい く

と い う 理解でいいんですよね。

○上田理事 はい。 9 月 以降これか ら議論 していただこ う と思っ ています。 き ょ う の

議論について論点を整理 します し 、 それを基に引 き続き勝村委員がおっ しゃ っ た点 も

議論 していただいて 、 全体をま と めていただければ と 思います。

○池 ノ 上委員長 あ り が と う ご ざいます。 今 、 勝村委員がおっ しゃ っ た よ う に 、 過去

にやは り カルテ の記載が非常に不十分で レ ビ ュ ーの し よ う が ない と い う よ う な事例

も かな り あ っ て 、 対応 しづ ら い も のが あっ たんですね。 それ も非常な リ ス ク ですか ら 、

それについては早め早め に フ ィ ー ドバ ッ ク して 、 カルテの記載 と い う の は こ んな こ と

はぜひ必要ですよ と 。 今 ごろそんな こ と か と 言われて も仕方ないけれ ど も 、 それ も非

常に大事な こ と なので 、 やは り そ う い っ た こ と をひ と つやっ てい く 必要が あ る だろ う

と 思います。

それか ら 、 先ほ ど隈本委員がおっ しゃ っ た よ う に 、 塩化カ リ ウ ム が置いて あ る と い

う よ う な こ と も 、 今で もやっ ぱ り そ う い う こ と はあ る ので 、 そ こ が事故につなが っ て

います よ と かい う よ う な レベルの こ と は 、 な る べ く 早 く フ ィ ー ドバ ッ ク してい く と 、

やは り これは必要だろ う と 思います。 あ り が と う ご ざいます。

ほかに ご発言ご ざいませんで し ょ う か。
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○川端委員 今の続き ですけれ ど も 、 勝村委員が言われた こ と 、 私 も大賛成なんです

けれ ど も 、 じ や あそれを ど こ の場所が発信する か と い う こ と を ち ゃ ん と 決めておかな

い と 、 こ こ の委員会はち ょ っ と 不適切なんですよ ね。 そ う い う 提言を してい く のは原

因分析委員会のほ う だろ う と 思 う のです。 実際、 分析を した人た ちが何に困っ て 、 産

婦人科の医師は こ う い う こ と をポイ ン ト に ち ゃ ん と 記載する よ う なこ と か 、 そ う い う観

点をはっ き り さ せな く ち ゃいけないだろ う と 思います。

○池 ノ 上委員長 基本的 なこ は 、 再発防止委員会も原因分析委員会か ら報告を受けて活

動 しますか ら 、 その なか なこ不適切 、 不十分な記載 と い う の が あ ま り なこ も 出て く れば、

それは原因分析委員会か ら我々 の委員会の ほ う への提言だ と い う こ と で取 り 扱 う こ

と です。 恐 ら く 、 そ う い う 手順 なこ な る だろ う と 思います。 ですか ら 、 原因分析委員会

での最初の フ ィ ルタ ーを通 して 、 来 る と き は こ ち らへ と い う こ と なこ な る のではないか

と 思います。 そ う い う ふ う に考えて よ ろ しいですね。

○上 田理事 必要 なこ応 じて ど う い う 形で再発防止委員会 と して提言する か と い う こ

と か と思います。 それぞれの分娩機関 なこ 関 しては 、 原因分析報告書のなかで、 改善策 、

例えば先ほ ど村上委員がおっ しゃ られま した よ う な こ 、 カルテの記載を き ちん と しま し

ょ う と かの よ う な改善策を提言 します。

も う 一方、 改善策の事例があま り なこ も 多い と 、 広 く 関係者に呼びかけ る必要が あ り

ますので、 再発防止報告書 と して提言を行います。 こ の報告書に どの よ う な も の を反

映する かを審議 していただき たい と 思います。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ご ざいま した。 も う 時間が ま い り ま したの

で 、 あ と 事務局か ら何か報告はご ざいますで し ょ う か。

8 ) そ の他

○事務局 次回の委員会でご ざいますけれ ど も 、 先ほ ど も あ り ま した よ う な こ 、 9 月 の

開催を予定 してお り ます。 お手元に 日 程調整表を配付 させていただいてお り ますので、

こ の場で ご記入いただ く か、 も し く はお手数でご ざいますけれ ど も 、 来週の月 曜 日 ま

でに フ ァ ク ス にて ご返信をお願い 申 し上げます。 以上で ご ざいます。

3 . 閉会

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ご ざいま した。
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それでは、 時間がま い り ま したので 、 こ れを も ち ま して第 1 回の産科医療補償制度

再発防止委員会を終了 させていただき ます。 委員の先生方、 ご多忙中大変活発な ご意

見を賜 り 本当 にあ り が と う ご ざいま した。 ど う も あ り が と う ご ざいま した。

了
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